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守
門
滑
降
距
離
ス
キ
ー
新
潟
県
選
手
権
大
会｣

五
十
四
回
を
数
え
た
守
門
滑
降
距
離
ス
キ
ー
新
潟
県
選
手
権
大
会
は
、

ス
キ
ー
へ
の
関
心
が
盛
り
上
が
っ
た
昭
和
八
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

栃
尾
で
ス
キ
ー
熱
が
高
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
栃
尾
町
の
山

岳
会
が
昭
和
三
年
三
月
、
降
雪
期
の
守
門
岳
に
初
め
て
登
山
を
行
っ
た
と

き
の
こ
と
。
ス
キ
ー
登
山
を
試
み
た
長
岡
市
の
グ
ル
ー
プ
の
技
術
に
驚
い

た
（
栃
尾
市
体
育
協
会
十
年
史
）
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
た

人
た
ち
が
昭
和
七
年
、
冬
の
守
門
岳
を
ス
キ
ー
で
征
服
し
よ
う
と
集
ま
り
、

「
守
門
の
神
様
」
と
い
わ
れ
た
故
稲
田
豊
八
氏
を
会
長
と
し
て
「
ア
パ
ル

会
」
を
創
立
。
同
会
は
、
ス
キ
ー
の
普
及
と
雪
の
守
門
岳
の
魅
力
を
多
く

の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
に
乗
り
出
し
ま

す
。
翌
年
四
月
一
日
、
第
一
回
大
会
を
開
催
。
競
技
は
、
栃
堀
か
ら
守
門

頂
上
ま
で
の
往
復
を
一
チ
ー
ム
五
人
で
リ
レ
ー
す
る
、
ま
さ
に
体
力
勝
負

の
闘
い
で
し
た
。

昭
和
十
六
年
か
ら
は
、
戦
争
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
大
会
に
熱
い
思
い
を
寄
せ
る
同
会
が
昭
和
二
十
四
年
、
頂
上
か
ら

の
滑
降
距
離
大
会
と
し
て
復
活
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
一
年
の

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
や
昭
和
三
十
二
年
大
会
へ
の

高
松
宮
殿
下
の
御
臨
席
な
ど
に
よ
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
参
加

す
る
県
内
屈
指
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
七
年
に
は
、

そ
れ
ま
で
戦
後
か
ら
数
え
て
い
た
大
会
の
回
数
に
、
戦
前
の
回
数
を
加
え

た
第
二
十
一
回
と
改
め
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ス
キ
ー
と
守
門
岳
を
愛
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
回
を
重
ね
た

こ
の
大
会
は
、
暖
冬
少
雪
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
七
年
の
第
五
十
四

回
大
会
を
最
後
に
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
平
成
三
年
三
月
十
日
発
行｢

広
報
と
ち
お｣

）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

‐
２
１
７
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

毎週月曜日､７月13日～無休各 公 民 館 図 書 室
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日

毎週火曜日､７月21日～無休休 杜 々 の 森
毎週火曜日､７月14日～無休館 ふるさと交流広場
毎週水曜日､７月15日～無休道 院 高 原

産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

　
昭和37年３月21日 第21回守門滑降距離スキー新潟県選手権大会



下
水
道
が
な
か
っ
た
時
代
、
台
所

や
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
家
庭
雑
排
水

が
排
水
溝
に
流
れ
出
し
、
蚊
や
ハ
エ

が
発
生
し
て
不
衛
生
と
な
り
川
も
汚

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
下
水
道
の
普
及
に
よ
り

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
が
確
保

さ
れ
、
川
も
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

市
は
、
魚
が
住
み
や
す
い
き
れ
い

な
川
を
取
り
戻
し
、
自
然
と
の
調
和

の
と
れ
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
低
利
融
資

制
度
や
補
助
制
度
に
よ
り
水
洗
化
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
の
設
置
お
よ
び
く
み
取

り
便
所
の
水
洗
便
所
へ
の
改
造
、
し

尿
浄
化
槽
の
廃
止
を
行
う
人
に
、
必

要
な
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

こ
の
融
資
制
度
は
、
公
共
下
水
道

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
区
域
が
対
象

で
す
。

六
十
万
円

融
資
限
度
額

年
二
％
（
十
六
年
度
）

融
資
利
率

三
十
六
カ
月
以
内

融
資
期
間

融
資
を
受
け
た
翌
月
か

償
還
方
法

ら
元
利
均
等
月
賦
償
還

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
区
域
以
外
の
三
十
一
集
落
を
対
象

に
、
今
年
度
は
六
十
基
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
（
五
人
槽
で

六
十
万
円
以
内
）
し
ま
す
。

下
水
道
課

‐
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水
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
地
球
が
気
持
ち
良
く
な
る

水
洗
化
で｢

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り｣

市
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
下
水
道
整
備
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
に
つ
い
て
は
、
全
域

で
本
管
工
事
が
終
わ
り
、
ほ
ぼ
全
世
帯
で
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

下
水
道
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
水
洗
化
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

水洗化率 水洗化率町 名 町 名
新 栄 町 85％ 吉 水 77％
栄 町 68 上 樫 出 48
山 田 町 91 下 樫 出 45
新 町 71 二ツ郷屋 82
大 町 77 山 口 51
表 町 71 熊 袋 65
大 野 町 73 二 日 町 46
谷 内 98 下 塩 60
滝の下町 89 人 面 61
上の原町 97 文 納 27
旭 町 94 山 屋 77
仲 子 町 88 明 戸 42
東 町 85 滝 之 口 86
本 町 89 塩 新 町 74
金 町 92 梅 野 俣 55
小 貫 70 天 平 66
金 沢 82 沖 布 39
原 町 89 大 野 原 39
巻 渕 93 宮 沢 83
平 89 泉 89

東 が 丘 76 大 川 戸 68
天 下 島 93 菅 畑 81
鴉 ヶ 島 100 赤 谷 49
水 沢 97 小 向 45
岩 野 63 栃 堀 97
楡 原 93 北 荷 頃 53
◎下水道に、タオルや生理用品、小石、天ぷら油
など、水に溶けないものは絶対に流さないでく
ださい。

町 名 水洗化率 町 名 水洗化率
土 ヶ 谷 28％ 吹 谷 26％
栃 倉 0 一 之 貝 23
大 倉 22 軽 井 沢 15
入 塩 川 19 比 礼 24
本 所 39 本 津 川 30
島 田 15 田 之 口 15
山 葵 谷 0 西 野 俣 12
葎 谷 9 中 13
平中野俣 8 木 山 沢 22
九 川 17 森 上 35
塩 中 0 西中野俣 12
下 来 伝 28 新 山 56
上 来 伝 10 繁 窪 18
松 尾 40 半 蔵 金 11
栗 山 沢 2 田 代 0
寒 沢 7
◎浄化槽は、処理能力が高く設置に要する時間が
短い「合併処理浄化槽」を設置しましょう。

下水道町内別水洗化率
(15年度末)全体で78％

合併処理浄化槽による水洗化率
(15年度末)全体で20％

環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

■
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
申
請
受
付
中

■
排
水
設
備
等
設
置
資
金
融
資

市
は
五
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
、
春
の
粗
大
ご
み
収
集
を
実
施

し
ま
し
た
。

粗
大
ご
み
の
収
集
量
は
年
々
増
え
、

今
回
は
過
去
最
高
の
百
九
十
一
ト
ン
。

特
に
、
布
団
な
ど
の
寝
具
が
多
く
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
収

集
日
に
収
集
予
定
地
区
が
す
べ
て
終

わ
ら
ず
、
翌
日
に
持
ち
越
す
地
区
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
は
、
粗
大
ご
み
収
集
日

の
集
中
を
避
け
る
た
め
、
平
日
お
よ

び
土
曜
日
に
粗
大
ご
み
の
ほ
か
、
燃

え
る
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
も

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
楡
原
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

市
（
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

楡
原
）
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗

大
ご
み
を
無
料
で
、
そ
の
他
の
廃
棄

物
も
無
料
ま
た
は
有
料
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
平
日
…
午
前
８
時

受
付
時
間

30

分
〜
午
後
５
時
▼
土
曜
日
…
午
前

８
時

分
〜
正
午
ま
で

30
燃
え
る
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ

無
料
物

ト
ル
や
缶
・
ビ
ン
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
品
、
テ
ー
ブ
ル
や
タ
ン
ス
な

ど
の
家
具
、
寝
具
、
畳
な
ど

※
一
般
家
庭
か
ら
出
る
も
の
に
限
り

ま
す

▼
電
化
製
品
（
エ
ア
コ
ン
、

有
料
物

テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷

凍
庫
は
除
く
）
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
…

キ
ロ
グ

10

ラ
ム
当
た
り
七
〇
〇
円
▼
農
業
用

マ
ル
チ
や
育
苗
箱
、
畔
シ
ー
ト
な

ど
…

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三
〇

10

円
※
事
業
所
の
燃
え
る
ご
み
は
有
料
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
不
燃
ご

み
は
直
接
処
理
業
者
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
廃
油
、
火
薬

類
、
お
よ
び
有
害
な
ご
み
で
収
集
が

困
難
な
も
の
で
す
。
収
集
で
き
る
も

の
か
ど
う
か
不
明
な
と
き
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通
り
が
か
り
に
ほ
か
の
町
内
に
粗

大
ご
み
を
出
し
て
い
く
人
が
い
ま
す
。

電
化
製
品
な
ど
は
、
出
さ
れ
た
町
内

が
処
分
費
を
負
担
し
処
理
し
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
は
き
ち
ん
と
守
り
ま
し

ょ
う
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
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環
境
エ
コ
ペ
ー
ジ

粗
大
ご
み
は

で
受
け
付
け
て
い
ま
す

無
料

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い

粗大ごみ収集量(単位 トン)：

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

収
集
で
き
な
い
も
の
は
？

粗
大
ご
み
は
無
料
で
す

電
化
製
品
な
ど
は
直
接

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ



多
様
化
す
る
行
政
需
要
な
ど
に
的

確
に
対
応
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
議
会
、

行
政
相
互
の
幅
広
い
意
見
を
反
映
し

た
ま
ち
づ
く
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
参
加
に
よ
る
行
財
政
改
革
に
向

け
た
検
討
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
検
討
委
員
会
の
委
員
は
、

市
議
会
の
代
表
者
、
各
種
団
体
な
ど

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
、
市
職
員

に
市
民
か
ら
公
募
し
た
五
人
を
加
え

た
十
七
人(

下
表)

に
委
嘱
し
ま
し
た
。

な
お
、
検
討
委
員
会
の
会
長
に
は

新
潟
大
学
経
済
学
部
教
授
吉
田
敏
治

さ
ん
、
副
会
長
に
栃
尾
商
工
会
長
藤

崎
徳
幸
さ
ん
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
市
長
は
、
次
の
と
お
り
検
討

委
員
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

本
市
は
平
成
十
五
年
一
月
一
日
、

長
岡
市
を
中
心
と
す
る
周
辺
八
市
町

◇
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
諮
問

村
で
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を

設
置
し
て
合
併
協
議
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
十
六
年
一
月
二
十
一

日
開
催
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

長
岡
地
域
七
市
町
村
（
栃
尾
市
、
長

岡
市
、
中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島

町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
）
に
よ
る

合
併
協
議
会
設
置
議
案
が
否
決
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
自
律
し
た
市
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。平

成
十
六
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
国
は
、
財
政
構
造
改
革
の
た
め
の

三
位
一
体
改
革
を
推
進
し
、
補
助
金

の
一
般
財
源
化
、
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債
の
大
幅
な
削
減
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
市
は
、
さ
ら
に
長
引
く

景
気
停
滞
や
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
市
税
が
一
億

円
ほ
ど
減
収
見
込
み
と
な
り
、
建
設

事
業
費
や
補
助
金
、
事
務
経
費
、
旅

費
、
管
理
職
手
当
な
ど
の
大
幅
な
削

減
を
実
施
し
、
当
初
予
算
規
模
を
対

前
年
比
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
百

十
五
億
七
百
三
十
五
万
円
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
基
金
な
ど
が
底
を
つ

く
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
国

の
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
よ
り
、

交
付
税
な
ど
の
さ
ら
な
る
削
減
が
継

続
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
危
機
的

な
財
政
状
況
へ
の
対
応
の
た
め
、
十

七
年
度
以
降
の
行
財
政
運
営
全
般
を

大
幅
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
市
の
行
財
政
改
革

お
よ
び
財
政
健
全
化
対
策
の
検
討
・

計
画
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
す
。

◎
検
討
委
員
会
で
は
、
財
政
計
画
の

策
定
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
、
行
政
運
営

の
見
直
し
の
四
つ
の
基
本
項
目
ご

と
に
、
今
秋
の
答
申
に
向
け
検
討

を
行
い
ま
す
。

総
合
政
策
室

‐
５
８

問
合
せ
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１
６
内
線
３
３
６

5
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簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て

｢

栃
尾
市
行
財
政
改
革
検
討
委
員
会｣

を
設
置

市
は
、
厳
し
い
社
会
情
勢
や
財
政
事
情
を
克
服
し
、
簡
素
で
効
率
的

な
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
栃
尾
市
行
財

政
改
革
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
第
一
回
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
馬
場
市
長
は
十

七
人
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
「
栃
尾
市
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
」
検
討
を
諮
問
。
検
討
委
員
会
は
諮
問
に
応
じ
、
今
秋
の
答
申
に
向

け
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
委
員
の
委
嘱

区 分 氏 名 備 考
葛 綿 清 総務文教常任委員長
鎌 田 敏 雄 建設農林常任委員長市議会
高 橋 昭 一 社会経済常任委員長
柳 鳥 榮一郎 栃尾市区長会長
藤 崎 徳 幸 栃尾商工会長

団 体
桐 生 利 勝 栃尾青年会議所理事長

代表者
とちお元気野菜の会会長関 根 松 男

星 野 正 子 保育所連絡協議会幹事
嶋 田 功 三 自営業
大 竹 清 無 職

公 募 平 澤 博 無 職
渋 谷 一 二 保険外交員
嶋 田 進 無 職
吉 田 敏 治 新潟大学経済学部教授学 識
星 野 紘 子 教育委員長経験者

外 山 康 男 助 役
行 政

稲 田 悟 総務課長

栃尾市行財政改革検討委員会委員名簿

検討委員会に諮問する馬場市長

=

委
員
会
を
公
開
し
ま
す

７
月

日

時

と

き

27

（火）
13

30

分
〜
（

時
受
付
開
始
）

13市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

人
（
先
着
順
・
予

定

員

20

約
不
可
）

※
満
席
の
場
合
は
、
入
場
を
お

断
り
し
ま
す
。

第
２
回
栃
尾
市
行
財
政

改
革
検
討
委
員
会

平
成
十
六
年
度
の
税
制
改
正
に
伴

い
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
栃
尾
市

市
税
条
例
お
よ
び
栃
尾
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

主
な
審
議
結
果

市
税
条
例
な
ど
を
改
正

し
た
。

※
市
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

六
・
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
三
丁
目
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
三
年
に
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
し

平
地
内
の
住
居
表
示
区
域

を
変
更

た
が
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い

道
路
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
金
沢
平
堤
防

線
の
計
画
に
よ
り
街
区
の
境
界
と
現

況
が
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
現
況
に
合
わ
せ
て
平

三
丁
目
の
街
区
を
変
更
し
、
一
部
の

区
域
を
新
た
な
住
居
表
示
区
域
と
し

て
追
加
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
に
着
工
し
た
平
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
、
本
年
十

一
月
に
完
了
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た

質
の
高
い
居
住
空
間
を
実
現
し
、
地

区
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
図

る
た
め
、
「
栃
尾
市
地
区
計
画
等
の

案
の
作
成
手
続
き
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
各
種
特
別
会
計
（
下

水
道
事
業
、
上
水
道
事
業
、
ガ
ス
事

業
）
の
予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総
額

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
予
算
補
正

地
区
計
画
等
の
案
の
作
成

手
続
き
に
関
す
る
条
例
を

制
定

は
、
百
十
五
億
三
千
六
百
二
十
二
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
の
稲
田
美
穂
子
さ

ん
（
表
町
）
を
、
引
き
続
い
て
同
委

員
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

議
会
内
の
会
派
構
成
に
一
部
変
更

が
生
じ
た
た
め
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
一
部
を
変
更
し
、
委
員
長
、

副
委
員
長
を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎
杵
渕
俊
久
、
○
大
崎
嘉
昭
、
荒
木

俊
郎
、
高
見
美
加
、
伊
東
喜
代
一
、

荒
木
幸
男

▽
地
方
分
権
を
確
立
す
る
た
め
の
真

の
三
位
一
体
改
革
の
実
現
を
求
め

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

議
会
運
営
委
員
会
委
員
を

選
任

議
員
発
議
に
よ
る
次
の
意

見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
な
ど
に
提
出

る
意
見
書

▽
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制

度
」
の
存
続
と
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

▽
三
十
人
以
下
学
級
の
実
現
を
は
じ

め
と
す
る
教
育
予
算
充
実
を
求
め

る
意
見
書

4
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平
成
十
六
年
第
五
回
市
議
会
定
例
会
が
、
六
月
八
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
に
か
か
わ
る
専
決
処
分
、
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
街
地
区
域
の
変
更
、
栃
尾
市
地
区
計
画
等

の
案
の
作
成
手
続
き
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
平
成
十
六
年
度
の
一
般

会
計
補
正
予
算
お
よ
び
各
種
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
九
議
案
が
審
議

さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
ま
た
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
内
の
会
派
構
成
に
一
部
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

市議会の動き
平成１６年第５回

６月定例会

定
例
会
本
会
議
の
初
日
、
全

国
市
議
会
議
長
会
、
北
信
越
市

議
会
議
長
会
、
栃
尾
市
か
ら
、

次
の
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
二
十
五
年
在
職

平
林

豊
作
さ
ん

酒
井

猶
一
さ
ん

市
議
会
議
員
表
彰さん平林 豊作さん酒井 猶一



●
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
と
あ

わ
せ
て
、
所
得
者
本
人
が
六
十
五
歳

以
上
で
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円

以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
、
老
年

者
控
除
（
所
得
税
五
十
万
円
、
住
民

税
四
十
八
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
老
年
者
控
除
の
改
正
に
つ

い
て
も
、
十
七
年
分
以
後
の
所
得
税

お
よ
び
十
八
年
度
分
以
後
の
個
人
住

民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

税
務
課
市
民
税
係

問
合
せ
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Ｑ
１

私
は
、
今
年
四
月
に
横
浜
市

か
ら
栃
尾
市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し

た
。
十
六
年
度
の
住
民
税
は
ど
ち

ら
に
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？

住
民
税
は
、
毎
年
一
月
一
日

Ａ
１現

在
で
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

そ
の
住
所
地
の
市
町
村
が
課
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
六
年
一
月
一
日
現
在
、
あ
な

た
の
住
所
は
横
浜
市
で
あ
り
、
そ

の
後
栃
尾
市
に
引
越
し
た
と
し
て

も
、
十
六
年
度
分
の
住
民
税
は
横

浜
市
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
（
十
五
年
分
の
所
得

証
明
が
必
要
な
と
き
は
、
横
浜
市

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
）

Ｑ
２

私
は
、
昨
年
八
月
に
長
岡
市

か
ら
栃
尾
市
に
転
入
し
ま
し
た
が
、

住
民
票
は
今
年
二
月
に
移
し
ま
し

た
。
十
六
年
度
の
住
民
税
の
納
税

先
は
ど
ち
ら
に
な
り
ま
す
か
？

市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に

Ａ
２記

録
さ
れ
て
い
な
い
人
で
あ
っ
て

も
、
実
際
に
そ
の
市
町
村
に
住
ん

で
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
が
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
住
民
税
を
課
税
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
、

十
六
年
一
月
一
日
現
在
は
栃
尾
市

に
住
ん
で
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、

十
六
年
度
の
住
民
税
は
栃
尾
市
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

Ｑ
３

私
は
、
昨
年
十
月
に
会
社
を

退
職
し
、
そ
の
後
無
職
で
す
が
十

六
年
度
の
住
民
税
納
税
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
？

住
民
税
は
前
年
中
の
所
得
を

Ａ
３基

準
と
し
て
計
算
し
、
そ
の
翌
年

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

無
職
で
あ
っ
て
も
昨
年
十
月
の
退

職
時
ま
で
の
給
与
な
ど
に
対
し
て

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
の
納
税
方
法
に

は
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
二

つ
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よ

っ
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
、
原
則
と
し

て
毎
月
の
給
与
の
支
払
い
の
際

（
毎
年
六
月
か
ら
翌
年
五
月
ま

で
）
に
住
民
税
が
天
引
き
さ
れ
、

給
与
の
支
払
者
が
市
町
村
に
納
め

る
「
特
別
徴
収
」
に
な
り
ま
す
が
、

あ
な
た
の
場
合
、
退
職
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
事
業
所
得
者
な
ど
と

同
様
に
通
常
六
月
、
八
月
、
十
月
、

翌
年
の
一
月
の
四
回
の
納
期
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
普
通
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。

Ｑ
４

妻
は
内
職
を
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
ま
で
は
百
万
円
以
内
の
収
入

で
、
住
民
税
は
非
課
税
で
し
た
。

均
等
割
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
い

く
ら
所
得
を
得
る
と
課
税
に
な
り

ま
す
か
。

均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
は
、

Ａ
４合

計
所
得
金
額
で
二
十
八
万
円
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職

（
家
内
労
働
者
な
ど
の
必
要
経
費

の
特
例
六
十
五
万
円
を
使
用
）
だ

け
の
場
合
に
は
、
パ
ー
ト
収
入
と

同
様
に
年
収
が
九
十
三
万
円
を
超

え
る
と
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
収
が
百
三
万
円
以
下

は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
し
、

配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

な
お
、
十
五
年
度
の
改
正
に
よ

り
、
十
七
年
度
分
の
個
人
住
民
税

(
所
得
税
は
十
六
年
分)

か
ら
配
偶

者
特
別
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
控

除
の
上
乗
せ
部
分
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ
５

私
た
ち
夫
婦
は
、
と
も
に
六

十
五
歳
以
上
で
、
年
金
収
入
（
夫

・
厚
生
年
金
二
百
三
十
万
円
、
妻

・
国
民
年
金
七
十
万
円
）
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
年
金
課
税
の
見
直

し
に
よ
り
住
民
税
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

住
民
税
は
、
所
得
者
本
人
が

Ａ
５老

年
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
人
）
、

障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
（
寡

夫
）
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
場
合
は

非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
等

控
除
の
最
低
保
障
額
百
二
十
万
円

を
あ
わ
せ
た
二
百
四
十
五
万
円
以

下
の
年
金
収
入
で
あ
れ
ば
、
改
正

後
に
お
い
て
も
住
民
税
は
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
課
税
最
低
限

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯

の
場
合
、
改
正
後
は
二
百
五
万
三

千
円
（
現
行
二
百
八
十
五
万
五
千

円
）
に
な
り
ま
す
。

7
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今
年
の
六
月
一
日
か
ら
、
所

得
税
の
申
告
・
納
付
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
に
際
し
て
は
事
前
に
税

務
署
に
開
始
届
出
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、e-Tax

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://www.e-tax.n

ta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
岡
税
務
署

-

問
合
せ

35

８
５
０
９

所
得
税
の
申
告
・
納
付
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
可
能

住
民
税
Ｑ
＆
Ａ

‐
５
８
３
７

●
市
町
村
民
税
の
均
等
割
は
、
「
年

額
三
千
円
」
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
人

口
規
模
別
に
見
て
格
差
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
段
階
に

区
分
さ
れ
て
い
た
市
町
村
民
税
の
均

等
割
（
栃
尾
市
二
千
円
）
の
税
率
が

改
正
さ
れ
、
十
六
年
度
分
か
ら
「
年

額
三
千
円
」
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
住
民
税
の
均
等
割
は
、

県
民
税
一
千
円
と
あ
わ
せ
て
四
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
年
税
額
が
均
等
割
の
み
の

人
は
、
最
初
の
納
期
で
ま
と
め
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
に
対
す

る
均
等
割
非
課
税
措
置
を
、
段
階

的
に
廃
止
し
ま
す
。

夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
は
均
等

割
が
非
課
税
で
し
た
が
、
税
負
担
の

公
平
の
観
点
か
ら
、
こ
の
非
課
税
措

置
が
十
七
年
度
分
か
ら
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
、
所
得
金
額
が
一
定
金
額

（
例
…
パ
ー
ト
収
入
九
十
三
万
円
）

を
超
え
る
人
に
は
均
等
割
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
同
居
の
妻
で
あ
っ
て

も
、
十
七
年
度
の
均
等
割
は
二
分
の

一
の
年
額
二
千
円
（
市
民
税
千
五
百

円
＋
県
民
税
五
百
円
）
が
課
税
さ
れ
、

十
八
年
度
分
か
ら
は
全
額
課
税
さ
れ

ま
す
。

株
式
に
対
す
る
課
税
と
の
バ
ラ
ン

ス
や
土
地
取
引
の
活
性
化
の
後
押
し

を
す
る
た
め
、
十
六
年
一
月
一
日
以

後
の
土
地
や
建
物
な
ど
の
譲
渡
益
に

対
す
る
税
率
が
、
次
の
表
の
と
お
り

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
長
期
譲
渡
所
得
の
百
万

円
特
別
控
除
や
他
の
所
得
と
の
損
益

通
算
お
よ
び
繰
越
控
除
は
廃
止
に
な

り
ま
す
。

譲渡所得の税率表◆
区 分 改正前 改正後 区 分 改正前 改正後

長 所得税 20.0％ 15.0％ 短 所得税 40.0％ 30.0％

期 市民税 4.0 3.4 期 市民税 9.0 6.0

譲 県民税 2.0 1.6 譲 県民税 3.0 3.0

渡 計 26.0 20.0 渡 計 52.0 39.0

年※長期譲渡…譲渡した年の１月１日において、所有期間が５
を超えるもの。

な
お
、
こ
の
改
正
は
、
十
六
年
分

以
後
の
所
得
税
お
よ
び
十
七
年
度
分

以
後
の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
等
控

除
の
上
乗
せ
措
置
が
、
廃
止
さ
れ

ま
す
。

世
代
間
お
よ
び
世
代
内
の
税
負
担

の
公
平
を
確
保

す
る
た
め
、
公

的
年
金
等
控
除

の
う
ち
、
六
十

五
歳
以
上
の
人

に
対
す
る
上
乗

せ
措
置
が
廃
止

さ
れ
、
最
低
保

障
額
が
現
行
の

百
四
十
万
円
か

ら
百
二
十
万
円

に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、

公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
三

百
三
十
万
円
以

下
の
場
合
は
百

二
十
万
円
の
控

除
額
で
、
三
百

三
十
万
円
を
超

◇
年
金
課
税
の
見
直
し

え
る
と
き
は
現
行
の
六
十
五
歳
未
満

の
人
（
現
行
ど
お
り
）
と
同
じ
控
除

額
に
な
り
ま
す
。
（
イ
メ
ー
ジ
図
参

照
）な

お
、
年
金
課
税
の
見
直
し
は
、

年
金
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
標
準
的

な
高
齢
者
世
帯
に
は
十
分
な
配
慮
を

行
っ
て
お
り
、
十
七
年
分
以
後
の
所

得
税
お
よ
び
十
八
年
度
分
以
後
の
個

人
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

6
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知
っ
て
お
き
た
い
税
情
報

平
成
十
六
年
度
の
主
な
税
制
改
正

平
成
十
六
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
栃
尾

市
市
税
条
例
の
一
部
も
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
改
正
内
容
の
詳
細
や
不
明
な
点
は
、
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

◇
個
人
住
民
税
均
等
割

の
見
直
し

◆公的年金等控除のイメージ図

◇
土
地
な
ど
の
譲
渡
益

課
税
の
見
直
し



訓
練
は
交
通
事
故
救
出
救
助
訓
練

の
ほ
か
、
見
附
市
消
防
署
に
よ
る
搬

送
訓
練
や
東
北
電
力
　
長
岡
営
業
所

に
よ
る
緊
急
送
電
設
備
の
設
置
訓
練
、

栃
尾
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十
字
奉
仕

団
に
よ
る
情
報
収
集
訓
練
、
ガ
ス
水

道
局
の
給
水
車
に
よ
る
応
急
給
水
訓

練
が
行
わ
れ
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
た
人
の
吊

り
上
げ
救
出
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
を
通
じ
て
人
命
救
助
や
消
火

活
動
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど

に
努
め
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
備
え
ま
す
。

芳
香
稚
草
園
・
善
昌
寺
保
育
園
・

中
央
保
育
所
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

も
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
代
表
の

子
ど
も
た
ち
が
「
私
た
ち
は
、
火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
。
火
の
用
心
お
願
い

し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
た
あ
と
、

園
児
五
十
八
人
に
よ
る
元
気
あ
ふ
れ

る
演
技
が
披
露
さ
れ
る
と
、
参
加
者

た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
消
防
演
習
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
で
は
、

各
分
団
か
ら
え
り
抜
き
の
六
チ
ー
ム

が
参
加
。
早
朝
や
休
日
な
ど
に
練
習

し
た
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
所
要

時
間
や
動
作
の
機
敏
性
・
正
確
性
な

ど
厳
し
い
審
査
の
結
果
、
第
五
分
団

（
東
谷
・
入
東
谷
地
区
）
が
優
勝
し

三
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
庁
長
官
表
彰
を
は
じ

め
功
労
者
百
二
十
六
人
と
無
火
災
分

団
の
表
彰
を
行
い
、
永
年
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

な
お
、
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

第
五
分
団
（
敬
称
略
）

分
団
長

小
林
和
昭
（
栗
山
沢
）

指
揮
者

川
上

渉
（
小

向
）

一
番
員

佐
藤
貴
志
（
栃

堀
）

二
番
員

酒
井

光
（
栃

堀
）

三
番
員

中
沢
敏
也
（
赤

谷
）

第
三
分
団
（
下
塩
谷
地
区
）

二
位

第
二
分
団
（
栃
尾
地
区
内
栃

三
位尾

南
小
学
校
区
）

9
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給水車による応急給水訓練 無線情報収集訓練

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を

目
指
し
た
訓
練

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
が

元
気
に
演
技
を
披
露

消

防

演

習

火が燃え移ったてんぷら油
に水をかける実験

日ごろの練習の成果を競ったポンプ
操法競技会。競技では、機敏で正確
な動作が求められます

力強く宣誓する幼年消防
クラブの代表

元気あふれる演技を披露した園児。幼年
消防クラブの活動を通じて、小さい時か
ら防火意識の高揚に努めています

優勝した第５分団の皆さん

訓
練
に
参
加
し
た
二
町
内
約
二
百

四
十
人
の
皆
さ
ん
は
、
消
火
栓
を
使

っ
た
消
火
訓
練
、
竹
と
毛
布
で
応
急

担
架
を
作
り
負
傷
者
を
搬
送
す
る
訓

練
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
避
難
場
所

の
栃
尾
東
小
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。

住
民
と
郵
便
局
員
は
、
消
火
器
や

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
火
が
燃
え
移
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油

に
水
を
か
け
る
実
験
に
参
加
。
火
災

の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
栃
尾
郷
病
院
や
赤
十
字
安

全
奉
仕
団
栃
尾
分
団
な
ど
に
よ
る
応

急
救
護
所
設
置
訓
練
に
も
参
加
し
、

災
害
時
の
負
傷
者
の
応
急
処
置
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
栃
尾
地
域
赤
十
字
奉
仕
団

（
夢
し
お

）
と
金
町
・
大
町
の
女

21

性
た
ち
に
よ
る
緊
急
炊
き
出
し
訓
練

が
行
わ
れ
、
参
加
者
に
お
に
ぎ
り
を

配
り
ま
し
た
。

大
町
・
金
町
地
内
の
県
道
お
よ
び

市
道
で
は
交
通
規
制
を
行
い
、
消
防

署
員
と
消
防
団
員
が
火
災
防
ぎ
ょ
訓

練
を
実
施
。
放
水
と
水
幕
ホ
ー
ス
に

よ
り
延
焼
を
阻
止
し
、
避
難
路
を
確

保
し
ま
し
た
。

8
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突
然
襲
う
地
震
や
火
災
に
備
え
て

栃
尾
市
消
防
防
災
訓
練
・
消
防
演
習

ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
住
民
と
消
防
署
や
消
防
団
な
ど
の
防

災
機
関
が
連
携
を
図
り
、
実
践
的
な
訓
練
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
災
害
に
対
す
る
理
解
と
、
防
災
意
識
を

高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

「
午
前
七
時
三
十
分
こ
ろ
、
市
街
地
中
心
部
で
震
度
六
強
の
地

震
が
発
生
。
特
に
、
金
町
・
大
町
地
区
で
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
に

よ
り
、
多
数
の
負
傷
者
が
出
て
い
る
」
と
い
う
想
定
の
も
と
に
、

地
域
住
民
や
関
係
機
関
な
ど
約
六
百
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
栃
尾
東
小
学
校
を
会
場
に
、
消
防
署
員
と
消
防
団
員
約
二

百
七
十
人
に
よ
る
消
防
演
習
（
表
紙
）
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

車内に閉じ込められた負傷者を救出する交通
事故救出救護訓練。新潟地震から40年目の今
年、参加者たちは過去の教訓を生かそうと真

訓練を巡視する馬場市長と参与。
市長は「地域一丸となって安全を
守りましょう｣と呼びかけました

住
民
と
一
体
の
防
災
訓
練

緊
急
炊
き
出
し
訓
練

消
防
署
・
消
防
団
の
訓
練

応急救護所の設置訓練 火災防ぎょ訓練

バケツリレーによる初期消火訓練
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秋葉トンネルの花壇にサルビアの苗を
植える参加者たち

まちの話題

「
信
用
金
庫
の
日
」
の

六
月
十
五
日
、
長
岡
信
用

金
庫
の
渡
辺
良
雄
常
務
理

事
と
五
十
嵐
泰
三
栃
尾
支

店
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、

大
型
絵
本
な
ど
の
図
書
百

七
冊
（
三
十
九
万
五
千
十

円
）
を
市
に
寄
贈
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
同
金
庫
が
地

域
の
社
会
福
祉
や
教
育
・

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
対
し
て
助
成
す
る
、
「
長
岡
し
ん
き
ん

地
域
振
興
基
金
事
業
」
の
一
環
と
し
て
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の

で
、
公
民
館
図
書
室
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
岡
信
用
金
庫

公
民
館
図
書
を
寄
贈

馬場市長に目録を渡す渡辺常務理事

東
谷
小
学
校
で
は
、
全
校
児
童
百
六
十
八
人

に
よ
る
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
み
拾
い
で
地
域
を
き
れ
い
に
し
、

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
て
い
ず
み
苑
に
車
い
す
を
贈

ろ
う
と
実
施
し
た
も
の
。
児
童
た
ち
は
、
「
ア

ル
ミ
缶

拾
う
と
す
ご
い

宝
島
」
を
合
言
葉

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま

し
た
。

６
／
３

｢

椿
悦
至｣

作
品
寄
贈
式

来
伝
出
身
の
画
家
で
、
昨
年
十
一
月

に
亡
く
な
っ
た
椿
悦
至
さ
ん
の
長
女
小

川
多
津
乃
さ
ん
（
東
京
都
）
と
二
女
村

松
宣
子
さ
ん
（
東
京
都
）
が
市
役
所
を

訪
れ
、
椿
さ
ん
の
作
品
を
市
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
父
の
作
品
を
市
の
文
化

発
展
の
た
め
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
寄

贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
椿
さ
ん
の
最

後
の
作
品
と
な
っ
た
「
霧
の
峠
」
を
は

じ
め
、
「
守
門
冠
雪
（
西
中
野
俣
）
」

や
「
栃
尾
風
景
」
な
ど
十
三
点
。
二
人

は
「
生
ま
れ
故
郷
の
栃
尾
市
の
美
術
館

に
飾
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
父
も
喜
ぶ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
小
川
さ
ん
と
村
松
さ
ん
に
は
、

栃
尾
市
褒
賞
条
例
に
基
づ
き
、
市
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

地域を回ってアルミ缶を
集める児童

馬
場
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る

小
川
さ
ん(

左)

と
村
松
さ
ん(

右)

東谷小学校が

６／２クリーン作戦

約
三
千
二
百
本
の
花
の
苗
を
植
え
た

６
／

花
い
っ
ぱ
い
植
栽
大
会

27

と
ち
お
花
企
画
（
小
林
信
子
会

長
）
と
市
主
催
に
よ
る
、
第
十
五

回
市
民
花
い
っ
ぱ
い
植
栽
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

約
八
十
人
の
参
加
者
た
ち
は
、

秋
葉
ト
ン
ネ
ル
の
花
壇
、
中
央
公

園
か
ら
市
民
会
館
ま
で
の
花
壇
、

新
金
橋
か
ら
松
葉
橋
付
近
ま
で
の

花
壇
の
三
カ
所
に
分
か
れ
て
植
え

付
け
を
開
始
。
守
門
の
里
で
育
て

ら
れ
た
サ
ル
ビ
ア
や
ベ
コ
ニ
ア
な

ど
約
三
千
二
百
本
の
花
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。

植
栽
終
了
後
、
県
花
い
っ
ぱ
い

連
盟
理
事
の
小
林
正
夫
先
生
が
講

評
し
、
苗
の
植
え
方
や
花
の
育

て
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
植
え
た
花
の
苗

に
は
、
県
の
県
営
発
電
所
所
在

市
町
村
地
域
振
興
助
成
金
が
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

講評を述べる小林先生

10
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水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
中
野
俣
地
区
に
簡
易
水
道
が
完
成
し
、

通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
水
式
に
は
中
野
俣
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
。
消
火
栓
の
除

幕
を
行
っ
た
あ
と
、
馬
場
市
長
が

開
栓
し
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
記

念
放
水
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
「
フ
ォ
レ

ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備

事
業
」
の
用
水
施
設
整
備
を
活
用

し
、
平
成
十
四
年
五
月
に
着
手
。

約
二
年
の
歳
月
と
、
総
事
業
費
三

億
七
千
四
百
二
十
万
円
を
か
け
て

完
成
し
ま
し
た
。

栃
尾
の
「
い
い
も
の
・
お
い

し
い
も
の
」
を
一
堂
に
そ
ろ
え
、

栃
尾
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
と
ち
お
自
慢
市
」
が
、
お
り

な
す
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
大
勢

の
人
が
訪
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
ル
コ
ー
ナ

ー
で
栃
尾
自
慢
の
品
を
買
い
求

め
る
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
あ
ぶ
ら
げ
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
は
四
十
七
人
の
応
募
が

あ
り
、
一
次
審
査
を
通
過
し
た

男
性
一
人
を
含
む
六
人
が
料
理

の
腕
を
競
い
、
田
上
町
の
佐
藤

正
子
さ
ん
の
「
お
あ
げ
の
揚
げ

作
り
方
を
尋
ね
る
来
場
者

ロ
ー
ル
サ
ン
ド
」
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
（
六
人
の
料
理

の
レ
シ
ピ
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
「
巨
大
あ

ぶ
ら
げ
製
作
」
で
は
、
畳
一
枚
ほ

ど
あ
る
あ
ぶ
ら
げ
に
、
文
字
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
生
地
を
製

作
。
四
十
分
ほ
ど
で
揚
が
っ
た
あ

ぶ
ら
げ
に
「
と
ち
お
じ
ま
ん
市
」

の
文
字
が
見
事
に
現
れ
ま
し
た
。

約
千
人
分
の
巨
大
あ
ぶ
ら
げ
は
、

早
速
切
り
分
け
ら
れ
て
、
試
食
を

待
つ
長
蛇
の
列
の
人
た
ち
に
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。

下
塩
小
学
校
で
は
、

総
合
学
習
の
授
業
で

「
地
域
の
名
人
か
ら

学
ぼ
う
」
と
数
々
の

体
験
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
三
年
生

二
十
四
人
が
人
面
木

炭
生
産
組
合
（
長
谷

川
謙
一
組
合
長
）
を

訪
れ
、
炭
焼
き
を
体

験
。
同
組
合
の
人
た

ち
か
ら
炭
焼
き
の
歴
史
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、
顔
を

真
っ
黒
に
し
な
が
ら
原
料
の
木
を
窯
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

か
ま

下
塩
小

６
／

炭
焼
き
体
験

18
炭焼き窯の中に木を入れる児童たち

栃
尾
郵
便
局
（
佐
藤
俊
夫
局
長
）
の
局
員
三
十

三
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
環
境
月
間
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
体
育

館
や
市
民
会
館
の
周
辺
道
路
、
中
央
公
園
、
市

営
駐
車
場
、

刈
谷
田
川
河

川
敷
の
清
掃

を
実
施
。
参

加
し
た
局
員

は
「
き
れ
い

に
な
っ
て
気

持
ち
が
い
い

で
す
ね
」
と
、

話
し
て
い
ま

し
た
。

栃尾郵便局員が

市内清掃ボランティア活動

中野俣地区

６／１簡易水道通水式

消
火
栓
の
バ
ル
ブ
を
開
く
馬
場
市
長

と
完
成
を
祝
う
関
係
者

消火栓の除幕式を行う関係者

栃
尾
郵
便
局
の
皆
さ
ん

「とちおじまん市」の文字が
現れた巨大あぶらげ

６
／
13

と
ち
お
自
慢
市

観
光
物
産
フ
ェ
ア
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ボ
ー
ル
の
転
が
り
が
勝
負
の

行
方
を
左
右
し
た｢

ボ
ー
ル

股
下
送
り
レ
ー
ス｣

栃
尾
市
建
設
協
会
（
本
田
秀
春
会
長
）
と
栃

尾
市
除
雪
安
全
協
力
会
（
石
澤
雅
弘
会
長
）
は

五
月
三
十
一
日
、
「
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の

実
施
に
先
立
ち
、
関
連
企
業
の
同
意
書
を
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
七
月
一
日
に
施
行
し
た
「
栃
尾
市

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
条
例
」
の
主
旨
に
賛

同
し
同
意
し
た
も
の
で
、
環
境
美
化
の
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
清
掃
を
行
い
ま
す
。

環境美化に取り組む

｢道路クリーン作戦」同意書提出

栃
尾
市
場
協
同
組

合
（
中
沢
賢
策
組
合

長
）
は
、
市
役
所
前

通
り
で
毎
月
開
設
し

て
い
る
二
十
四
日
の

定
期
市
に
、
無
料
の

「
お
休
み
処
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
休
憩
所
は
、

テ
ン
ト
の
中
に
い
す

と
冷
た
い
麦
茶
を
用
意
し
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い
日
差
し
を
避

け
て
買
い
物
客
に
ゆ
っ
く
り
と
休
ん
で
も
ら
お
う
と
、
六
月

二
十
四
日
の
定
期
市
か
ら
設
置
し
た
も
の
で
す
。

二
十
四
日
の
定
期
市
に

無
料
「
お
休
み
処
」
を
設
置冷たい麦茶でくつろぐ買い物客

中
央
保
育
所
で

６
／

幼
児
交
通
安
全
教
室

16

中
央
保
育
所
で
、
交
通
安
全
指
導

員
に
よ
る
幼
児
交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
間
違
い
探
し
ク

イ
ズ
や
紙
芝
居
な
ど
で
交
通
ル
ー
ル

を
学
ん
だ
ほ
か
、
横
断
歩
道
の
渡
り

方
に
つ
い
て
「
車
が
来
な
い
か
、
目

と
耳
で
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ

う
」
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

県
内
で
は
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
。
今
年
は
、

六
月
中
旬
ま
で
に
九
十
人
以
上
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
市
は
、
年

間
を
通
じ
て
交
通
安
全
教
室
や
街
頭

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
交
通

事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
・
歩
行

を
心
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
横
断
歩
道
は
、
車
が
来
な
い
か

確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
」

と
指
導
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち

同意書を提出する本田会
長(中央)と石澤会長(左)

第

回
新
潟
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

42

６
／

栃
尾
市
で

第
六
地
区
大
会
を
開
催

13

テ
ィ
ア
約
五
百
三
十
人
が
参
加
。

車
い
す
で
の
参
加
者
も
年
々
増

え
、
今
年
は
盲
導
犬
を
同
伴
し

た
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
玉
入
れ
や
ボ
ー
ル

股
下
送
り
レ
ー
ス
の
ほ
か
に
、

パ
ン
食
い
競
争
、
宝
探
し
ア
ベ

ッ
ク
レ
ー
ス
な
ど
七
種
目
。
各

競
技
と
も
逆
転
ま
た
逆
転
の
展

開
に
、
応
援
席
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
栃
尾
市
チ
ー
ム

は
五
チ
ー
ム
中
四
位
で
し
た
。

新
潟
県
身
体
障
害
者
体
育
大

会
第
六
地
区
大
会
が
、
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

健
康
増
進
を
図
り
、
交
流
と
親

睦
を
深
め
よ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
四
十

二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
長
岡
市
、
柏
崎

市
、
三
古
郡
（
三
島
郡
・
古
志

郡
）
、
刈
羽
郡
、
そ
し
て
地
元

栃
尾
市
か
ら
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
と
サ
ポ
ー
ト
役
の
ボ
ラ
ン

相
手
チ
ー
ム
の
玉
数
が

気
に
な
っ
た｢

玉
入
れ｣

文化センター
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上
塩
小
学
校
「
か
み
し
お
緑
の

少
年
団
」
の
代
表
７
人
が
、
緑
の

募
金
八
千
二
百
十
一
円
を
市
役
所

で
山
谷
収
入
役
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
年
生
以
上
の
五
十

人
が
所
属
し
、
花
の
栽
培
や
稲
作

体
験
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
自
然

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
同
少
年

団
が
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
の
緑
の
羽
根
共
同
募
金

月
間
に
集
め
た
も
の
で
す
。

登
校
時
や
給
食
の
時
間
な
ど
に

募
金
を
呼
び
か
け
た
児
童
た
ち
は
、

栃
尾
盆
栽
愛
好
会

（
稲
田
正
義
会
長
）

の｢
花
季
さ
つ
き
展｣

が
、
お
り
な
す
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

見
事
に
咲
き
誇
っ

た
約
四
十
点
の
さ
つ

き
が
展
示
さ
れ
た
会

場
に
は
、
愛
好
者
や

観
光
客
が
大
勢
訪
れ
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
つ
き
苗
木
や
盆
栽
の
植
え
替
え
と
せ
ん
定
の
講

習
会
が
行
わ
れ
、
終
了
後
に
鉢
付
の
最
新
銘
花
苗
木
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。 ６

／
４
・
５

花
季
さ
つ
き
展

さつきの美しさに魅了された
観光客

道
の
駅
「
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
」
で
二
十
六
種
類

約
百
二
十
羽
の
日
本
鶏
を
展
示
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
愛
好
者
や
道

の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
入
り
代

わ
り
立
ち
代
わ
り
観
賞
。
特
に
、
動
物
好
き
の

子
ど
も
た
ち
に
は
大
好
評
で
、
愛
ら
し
い
ひ
よ

こ
や
珍
し
い
鶏
を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

６／５日 本 鶏 展

上塩小学校児童が

５／28緑の募金に協力

目を輝かせて鶏を見る
子どもたち

緑
の
少
年
団
の
代
表
者

「
声
を
出
す
の
は
恥
ず
か
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
募
金
を
し

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
小
遣
い
を
出
し
合
っ
て
集
め
ま

し
た
。
こ
の
お
金
を
木
や
花
を
増

や
す
こ
と
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
緑
の
羽
根
共
同
募
金
に

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
、
総
額
七
十
九
万

千
九
百
二
十
四
円
と
な
り
ま
し
た
。

緑
化
推
進
の
た
め
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
ち
お
市
民
芸
術
祭

文
化
協
会
（
石
井
正
秀
会

長
）
主
催
の
「
第
八
と
ち
お
市

民
芸
術
祭
」
が
、
六
月
十
九
日

と
二
十
日
の
二
日
間
お
り
な
す

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
の
祭
典
は
、
三
十
七
団
体

と
芸
術
な
ど
の
愛
好
者
が
一
堂

に
作
品
を
展
示
。
日
本
画
や
洋

画
を
は
じ
め
書
道
、
写
真
、
工

芸
・
版
画
・
彫
塑
な
ど
の
六
部

門
の
ほ
か
に
、
今
年
は
無
線
体

験
や
園
児
作
品
の
展
示
も
あ
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
作
品
の
出
来

栄
え
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

二
十
日
行
わ
れ
た
芸
能
祭
り

は
、
合
唱
や
歌
、
詩
吟
、
民
謡
、

線
の
演
奏
と
多
種
多
彩
。
中
で

も
、
華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
た
コ
ミ
カ

ル
な
マ
ジ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
る

と
、
会
場
は
爆
笑
の
渦
に
包
み

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

自慢ののどを披露した｢吟詩会｣ 可憐な山野草を観賞する来訪者

新タント節を演奏する｢民謡さつき会｣

長岡技術科学大学
オープンキャンパス 入試相談など 対 象：高校生・高等専門学校生・父母など 申込み： 47 9258-



●
文
書
事
務
の
電
子
化

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続

に
あ
わ
せ
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
と
電
子
計
算
組
織
運
用
規

程
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引

き
続
き
文
書
事
務
な
ど
の
電
子
化
に

つ
い
て
検
討
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
口
座
振
替
制
度
の
促
進

十
五
年
度
末
の
口
座
振
替
率
は
、

目
標
八
七
・
〇
％
に
対
し
八
五
・
二

％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
市
税
な
ど

の
納
付
に
は
、
納
付
忘
れ
な
ど
の
心

配
の
な
い
口
座
振
替
納
付
を
ぜ
ひ
利

用
く
だ
さ
い
。

●
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

事
務
事
業
評
価
手
順
を
確
定
す
る

た
め
、
各
係
二
件
の
事
業
を
選
択
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
同

様
に
二
件
を
選
択
実
施
し
て
事
務
の

改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
広
域
連
携
の
推
進

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
長
岡

地
域
任
意
合
併
協
議
会
で
の
協
議
結

果
に
基
づ
く
住
民
説
明
会
を
二
十
二

会
場
で
、
見
附
市
の
離
脱
に
伴
う
説

明
会
を
八
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
紙
で
合
併
特
集
号
を

出
す
な
ど
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
二
十
歳
以
上
の
市
民
四
〇
・

〇
％
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

（
回
収
率
七
七
・
〇
％
）
し
、
市
民

の
意
向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
六
市
町
村
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
た
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
長
岡
地
域
広
域
行
政

組
合
構
成
市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
、

広
域
的
事
業
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

●
消
防
防
災
救
急
体
制
の
広
域
化

県
の
消
防
広
域
化
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
機
構
改
革
の
推
進

事
務
の
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
で

効
率
的
な
組
織
機
構
へ
の
再
編
を
進

め
ま
す
。

●
各
種
研
修
に
よ
る
職
員
の
資
質
向

上階
層
別
や
専
門
事
務
別
に
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
職

（
課
長
）
を
対
象
に
人
事
考
課
制
度

に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

二
．
組
織
・
機
構
の
再
編
と合

理
化

三
．
職
員
の
定
員
管
理
と人

材
育
成

る
た
め
に
、
職
員
研
修
計
画
に
基
づ

い
て
研
修
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
職
場
提
案
制
度
の
導
入

自
己
申
告
制
度
に
あ
わ
せ
て
、
職

場
提
案
を
受
け
、
取
り
組
み
可
能
な

も
の
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
役
所
改
善
運
動
推
進
チ

ー
ム
を
設
置
し
、
職
場
提
案
制
度
に

つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
市
民
参
画
の
機
会
充
実

市
が
設
置
す
る
審
議
会
な
ど
へ
の

市
民
参
画
の
場
を
増
や
す
た
め
、
原

則
的
に
市
議
会
議
員
の
選
任
を
廃
止

し
て
い
ま
す
。
市
議
会
議
員
を
選
任

し
て
い
る
審
議
会
な
ど
の
数
は
、
十

四
年
度
末
の
七
件
か
ら
十
五
年
度
末

に
は
五
件
に
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て

は
公
募
に
よ
る
委
員
二
名
を
選
任
し

ま
し
た
。
女
性
委
員
の
選
任
率
は
、

十
四
年
度
末
の
二
二
・
二
％
か
ら
十

五
年
度
末
に
は
二
三
・
六
％
に
上
昇

し
ま
し
た
。
（
目
標
は
十
六
年
度
末

の
二
〇
・
〇
％
）

●
公
聴
の
充
実

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
の
声

の
ひ
ろ
ば
」
に
、
三
月
末
ま
で
に
三

四
．
市
民
参
加
と
情
報
提
供

十
件
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
対
話
集
会
を
五
会
場
で
実

施
し
ま
し
た
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の

支
援

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
な
ど
、
市
民
団
体
や
地
域
住
民

に
よ
る
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

●
Ｉ
Ｔ
の
活
用

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
市
内
二
十
三
カ
所

に
公
開
端
末
を
設
置
し
行
政
相
談
の

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

図
書
予
約
・
施
設
予
約
の
シ
ス
テ
ム

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
整
備
し
た
ほ

か
、
小
中
学
校
の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
や
学
校
教
育
支
援
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
地
域
情
報
化
計
画
に
基

づ
き
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
情

報
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
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市民参加のまちづくり進めるため、皆さんから
貴重な意見をたくさん寄せていただいた市民対
話集会(文化センター、15年５月31日)

市役所市民ホールに設置
した情報公開端末

道院夏祭り
２００４

とき・内容：７月24日(土)フリースローコンテスト、キャンプファイヤーなど
25日(日)３ ３バスケットなど ところ：道院高原 問合せ： 0120 330773on -い

●
第
二
次
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

に
よ
り
職
員
数
を
三
百
二
十
人
に

削
減

十
五
年
度
は
職
員
を
一
人
削
減
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
今
年
四
月
一

日
の
職
員
数
は
三
百
二
十
人
と
な
り
、

第
二
次
定
員
適
正
化
計
画
の
最
終
年

度
（
十
六
年
度
）
の
目
標
職
員
数
三

百
二
十
三
人
よ
り
三
人
少
な
い
職
員

予
定
以
上
に
改
革
を

評
価
Ａ

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
項
目

数
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
人
数
は
達
成
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
事
務
効
率
の
向
上
を
図
り
、

職
員
数
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

●
広
報
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

広
報
紙
も
改
善

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

四
月
に
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

し
た
ほ
か
、
「
市
長
室
か
ら
」
の
コ

ー
ナ
ー
を
随
時
更
新
す
る
な
ど
、
最

新
の
行
政
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
し

た
。ま

た
、
「
広
報
と
ち
お
」
は
、
活

字
を
大
き
い
サ
イ
ズ
に
す
る
な
ど
見

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

●
情
報
化
の
推
進
・
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

第
二
次
稼
動
を
受
け
、
住
民
票
の
広

域
交
付
な
ど
に
対
応
す
る
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
を
発

行
し
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た
。

十
五
年
度
末
現
在
で
の
発
行
者
数

は
二
十
人
で
す
。

●
公
用
車
の
効
率
的
運
用

十
五
年
度
は
不
要
車
両
二
台
を
売

却
し
、
今
ま
で
リ
ー
ス
で
使
用
し
て

い
た
車
両
二
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
適
正
な
整
備
、
配
車
を

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に

評
価
Ｂ

進
ん
で
い
る
項
目

一
．
事
務
事
業
の
見
直
し

行
い
、
経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

●
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
に
よ

り
、
一
般
公
開
用
、
庁
内
事
務
用
の

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い

ま
し
た
。

●
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
と
活
用

パ
ソ
コ
ン
の
職
員
一
人
一
台
体
制

の
確
立
に
伴
い
、
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
機
器
の
管
理
を
一
元
化
す

る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用

規
程
を
整
備
し
て
安
全
性
と
効
率
性

の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

・
県
・
他
市
町
村
と
の
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
十
六
年

三
月
に
機
器
を
整
備
し
、
回
線
の
接

続
が
完
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
庁
内
利
用
シ
ス
テ
ム
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
研
修

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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行
政
改
革
特
集
：
前
編

〜
平
成

年
度
実
績
と
平
成

年
度
実
施
計
画
〜

15

16

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し

を
進
め
て
い
ま
す

行
政
改
革

評価 基 準 15年度 14年度

Ａ 3件 ５件15年度計画以上の実績があった。または、翌年
分まで実施できた。度計画

Ｂ おおむね15年度計画どおりに実施できた。 16件 22件

15年度計画どおりに実施できなかった内容が一

Ｃ 10件 ９件部あるが、70％以上実施できた。または、実施
について、計画より遅れるできなかった部分

めどがついている。が、16年度以降実施できる

15年度計画に対する実施状況が70％以下。また

Ｄ 15件 10件は、実施できなかった部分について、16年度以
施できるめどがたっていない。実降に確実に実

する。施に向けて努力を要

２件 0件ほとんど計画どおりに実施できなかった。16年
Ｅ 度以降の実施は不可能で、実施計画の見直しが

必要。

その他 ２件 ２件実施計画が終了した。または、他の計画と併合
した。

評価基準と件数

市
は
、
平
成
十
三
年
一
月
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、

少
な
い
経
費
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
行
政
を
目
指
し
て
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
四
十
六
項
目
（
四
十
八
件
）
に
つ
い
て
平
成

十
三
年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で
の
実
施
計
画
を
定
め
、
進
捗
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
計
画
の
達
成
状
況
と
平
成
十
六
年
度
の
取
り
組
み
計

画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
は
、
計
画
に
対
す
る
達
成
度
を
Ａ
〜
Ｅ
の
五
段
階
で

自
己
評
価
し
ま
し
た
。
自
己
評
価
の
基
準
と
集
計
結
果
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

栃尾混声合唱団

25周年記念コンサート
と き：７月18日(日)15時～ ところ：市民会館

入場料：500円(障害者手帳提示の場合無料)

問合せ：加藤

52-2253



●
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

公
務
員
制
度
改
革
と
地
方
分
権
の

進
展
状
況
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

十
六
年
度
中
に
策
定
に
つ
い
て
結
論

を
出
し
て
い
き
ま
す
。

●
市
民
活
動
へ
の
支
援
と
連
携

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
市
民
六
十
七
人
の
参
加
を

得
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
設
立
希
望
団
体
に
対

し
て
手
続
関
係
の
支
援
を
行
い
、
県

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を

図
り
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

女
性
財
団
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
意
識
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
へ
の
参

加
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

●
情
報
公
開
の
推
進

情
報
公
開
請
求
（
申
出
）
は
三
十

二
件
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
服
申

三
．
職
員
の
定
員
管
理
と人

材
育
成

四
．
市
民
参
加
と
情
報
提
供

立
て
に
つ
い
て
は
一
件
あ
り
、
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
を
三
回
開
催
し

ま
し
た
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
最
大
限
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
情
報
の
公
開
を
進

め
ま
す
。

●
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実

防
災
施
設
整
備
の
検
討
は
合
併
な

ど
の
動
向
も
あ
り
未
実
施
で
し
た
。

機
器
の
更
新
を
含
め
施
設
整
備
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
予
算
編
成
に
お
け
る
シ
ー
リ
ン
グ

の
実
施

●
経
常
経
費
の
節
減

経
常
的
な
経
費
な
ど
の
抑
制
の
た

め
、
対
前
年
度
八
五
・
〇
％
の
シ
ー

リ
ン
グ
枠
を
設
定
し
て
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
市
税
や
交
付

税
の
減
少
の
た
め
経
常
収
支
比
率
が

上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

十
四
年
度
決
算
に
お
け
る
経
常
収

支
比
率
は
八
六
・
二
％
（
十
三
年
度

八
四
・
五
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
行

政
改
革
大
綱
で
は
、
十
七
年
度
ま
で

に
八
〇
・
〇
％
以
下
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

※
「
経
常
収
支
比
率
」
と
は
、
市
の

五
．
健
全
な
財
政
運
営

支
出
の
中
で
人
件
費
や
地
方
債
の

返
済
な
ど
、
ど
う
し
て
も
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
割
合

を
表
わ
し
、
こ
の
比
率
が
高
い
ほ

ど
財
政
が
硬
直
化
し
て
い
ま
す
。

●
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

十
五
年
度
コ
ス
ト
縮
減
額
は
、
二

千
六
百
六
十
六
万
三
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

●
補
助
金
な
ど
の
整
理
合
理
化

●
公
共
料
金
の
見
直
し

●
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
効
果
の

薄
れ
た
も
の
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
行
財
政
改
革
の
中
で

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
地
方
債
現
在
高
の
圧
縮

地
方
債
現
在
高
は
、
十
三
年
度
末

の
百
二
十
六
億
二
百
六
十
六
万
七
千

円
か
ら
十
四
年
度
末
の
百
二
十
七
億

五
千
五
百
六
十
八
万
円
に
増
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
四
年
度
決

算
に
お
け
る
公
債
費
比
率
は
、
一
七

・
六
％
（
十
三
年
度
一
六
・
九
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

※
「
公
債
費
」
と
は
、
地
方
債
で
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
経
費
の
こ

と
で
、
「
公
債
費
比
率
」
は
公
債
費

が
市
の
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
を

示
し
て
い
ま
す
。

●
有
利
な
起
債
の
選
択

十
四
年
度
決
算
に
お
け
る
過
疎
債

の
割
合
は
一
九
・
七
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
「
過
疎
債
」
は
、
後
年
度
に
国
か

ら
元
利
償
還
金
の
七
〇
・
〇
％
を
補

て
ん
さ
れ
る
優
良
地
方
債
で
す
。

●
財
政
調
整
基
金
の
積
立

取
崩
額
は
二
億
円
、
積
立
額
は
二

十
八
万
七
千
五
百
九
十
二
円
で
し
た
。

●
減
債
基
金
の
積
立

取
崩
額
は
四
億
一
千
三
百
万
円
、

積
立
額
は
二
十
六
万
六
千
五
百
七
十

二
円
で
し
た
。

市
税
お
よ
び
交
付
税
の
減
少
な
ど

財
政
事
情
の
悪
化
に
よ
り
、
利
子
分

の
積
立
し
か
実
施
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

●
小
学
校
統
廃
合
に
伴
う
空
き
施
設

の
有
効
利
用

実
施
計
画
に
掲
載
し
た
内
容
が
、

十
三
年
度
で
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

●
地
方
債
償
還
額
の
平
準
化

制
度
変
更
に
よ
り
実
施
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
「
地
方
債
現
在
高
の

圧
縮
」
の
項
目
と
統
合
し
ま
し
た
。

実
施
が
困
難
で
、
計

評
価
Ｅ

画
の
見
直
し
が
必
要
な
項
目

実
施
計
画
が
終
了
、

そ
の
他

ま
た
は
他
の
計
画
と
併
合

今
回
は
「
行
政
改
革
特
集
：
前

編
」
と
し
て
、
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
現

在
取
り
ま
と
め
て
い
る
平
成
十
五
年

度
事
務
事
業
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
は
、
市
が
行
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

を
、
職
員
が
自
己
点
検
し
改
善
に
つ

な
げ
て
行
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

行
政
改
革
大
綱
も
事
務
事
業
評
価

も
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
役
に
立
つ

市
役
所
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組

み
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
市
役
所
の
改
善
に

努
め
て
行
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

問
合
せ52
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ボランティア団体やまちづくり
団体が参加したＮＰＯセミナー
(文化センター、15年７月28日)

‐
２
１
７
５

杜々の森｢アトレとど｣

展示コーナー
◆てまり逸品展(栃尾てまりの会） ◆中野俣の子どもたち(中野俣小学校）

同時展示：７／17(土)～29(木)

●
地
方
債
依
存
度
の
低
下
と
起
債
制

限
比
率
の
上
昇
の
抑
制

十
四
年
度
決
算
に
お
け
る
起
債
制

限
比
率
は
、
一
一
・
八
％
（
十
三
年

度
一
一
・
四
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
改
革
大
綱
で
は
、
一
五
・
〇
％

以
下
の
堅
持
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

※
「
起
債
制
限
比
率
」
と
は
、
地
方

債
の
発
行
を
制
限
す
る
た
め
の
指

標
で
二
〇
・
〇
％
を
超
え
る
と
制

限
さ
れ
ま
す
。

●
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設

機
能
の
見
直
し

●
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理

運
営
の
民
間
委
託

東
谷
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
管
理
委
託
予
定
団
体
と
施
設

利
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
十
六
年
度
か
ら
は
休
館
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
引
き
続
き
利
用
計
画
の
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

●
保
育
所
の
統
廃
合
と
効
率
的
な
施

設
へ
の
機
能
替
え

五
．
健
全
な
財
政
運
営

評
価
Ｃ
・
Ｄ

年
度
計
画
ど
お
り

に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
項
目

一
．
事
務
事
業
の
見
直
し

へ
き
地
保
育
所
の
う
ち
、
入
塩
川

保
育
所
に
つ
い
て
は
入
所
希
望
者
が

十
一
人
と
増
加
し
た
た
め
、
閉
所
計

画
を
延
期
し
ま
し
た
。
西
谷
、
中
野

俣
両
保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て
は
十

人
以
上
の
入
所
が
続
い
て
い
る
た
め

延
期
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
保
育

所
に
つ
い
て
も
閉
所
を
延
期
し
ま
し

た
。各

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
状
況
を

み
な
が
ら
統
廃
合
に
向
け
て
の
協
議

を
進
め
ま
す
。

●
ご
み
処
理
対
策

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し

ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
目
標
ど

お
り
の
一
八
・
〇
％
を
達
成
し
ま
し

た
が
、
家
庭
用
可
燃
ご
み
排
出
量
の

抑
制
は
目
標
二
・
〇
％
減
に
対
し
〇

・
五
％
の
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
と
、
家
庭

用
可
燃
ご
み
の
排
出
量
抑
制
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
埋
立
処
分
地
に
つ
い

て
は
施
設
整
備
を
進
め
、
十
七
年
度

の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
環
境
保
全
（
水
質
保
全
）
対
策

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

で
合
計
五
十
二
基
、
総
額
三
千
二
百

三
十
七
万
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
補
助
事
業
を
継
続
し
ま

す
。

●
施
設
点
検
管
理
、
各
種
設
計
、
計
画

策
定
業
務
の
民
間
委
託
の
見
直
し

職
員
が
建
設
機
械
作
業
免
許
を
取

得
し
、
直
営
に
よ
る
庁
舎
周
り
駐
車

場
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
施
設
管
理
の
民
間
委

託
見
直
し
方
針
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
ま
す
。

●
市
税
な
ど
の
収
納
事
務
の
統
一
化

十
五
年
度
に
予
定
し
て
い
た
保
育

料
（
保
健
福
祉
課
）
、
住
宅
使
用
料

（
建
設
課
）
の
滞
納
整
理
業
務
の
税

務
課
へ
の
移
管
は
、
事
務
処
理
の
体

制
が
整
わ
な
い
た
め
行
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

●
窓
口
事
務
の
統
合
と
迅
速
化

窓
口
事
務
の
一
本
化
や
そ
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
事
務
室
ス
ペ
ー
ス
の

面
か
ら
改
善
は
難
し
く
、
今
後
、
組

織
機
構
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
審
議
会
な
ど
の
統
廃
合
の
推
進

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
中
で
、

審
議
会
の
統
廃
合
や
定
員
の
削
減
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
関
係
団
体
の
自
立
運
営
の
促
進

（
福
祉
関
係
団
体
）

二
．
組
織
・
機
構
の
再
編
と合

理
化

・
保
育
事
業
研
究
会
は
、
十
五
年
度

か
ら
自
主
運
営
。

・
リ
ハ
ビ
リ
教
室
友
の
会
は
、
会
計

事
務
を
会
に
移
管
。

・
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
十
五
年
四

月
か
ら
「
と
ち
お
夢
工
房
」
に
移

管
、
ス
マ
イ
ル
の
会
は
自
主
運
営

に
移
行
。

・
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
は
、
十

六
年
度
か
ら
会
計
事
務
な
ど
一
部

の
事
務
を
移
管
す
る
予
定
。

・
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
事
務

移
管
は
未
実
施
。

●
関
係
団
体
の
自
立
運
営
の
促
進

（
観
光
関
係
団
体
）

観
光
協
会
は
会
計
事
務
に
加
え
、

庶
務
事
務
お
よ
び
誘
客
Ｐ
Ｒ
業
務
の

一
部
、
「
道
の
駅
」
運
営
業
務
な
ど

を
移
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
業
務

の
移
管
を
進
め
、
十
七
年
度
に
は
自

主
運
営
へ
の
移
行
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。

●
関
係
団
体
の
自
立
運
営
の
促
進

（
体
育
関
係
団
体
）

体
育
協
会
と
自
立
運
営
へ
の
移
行

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

体
育
振
興
を
効
果
的
に
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
現
在
の
両
者
の
関
係
を
維

持
し
ま
す
が
、
今
後
、
あ
る
べ
き
関

係
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。
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来春の供用開始に向け、文納地内で工事が進む
最終処分場。環境にやさしいシステムと、塩の
リサイクルシステムの２つの最先端技術を導入
した屋根付き最終処分場で、廃棄物をクリーン
に処理します

夏のくじ付はがき

を６月１日から販売暑中見舞用郵便葉書
価 格：１枚50円 絵入り(裏面)：｢田園｣・｢浜辺｣

52-3200問合せ：栃尾郵便局5



小
学
三
年
生

長
剣
の
部(

敬
称
略)

齋
藤

瑞
季
（
原

町
）

三
位

小
学
五
年
生

基
本
動
作
の
部(

敬
称
略)

大
橋

海
里
（
栄

町
）

二
位

小
学
六
年
生

小
太
刀
の
部(

敬
称
略)

高
橋

枝
里
（
表

町
）

優
勝

中
学
生

長
剣
の
部(

敬
称
略)

阿
部

雅
士
（
二
日
町
）

三
位

ま

さ

と

県
展
は
七
部
門
に
過
去
最
多
の
五

千
六
百
四
十
三
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
栃
尾
市
か
ら
は
奨
励

賞
、
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
に
各
一

人
入
選
し
ま
し
た
。

全
国
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

６
／

（
横
浜
市
）

13

第

回
県
展

59

奨
励
賞
（
敬
称
略
）

▽
洋
画
「
祭
の
日
」

今
井

厚
（
大
野
町
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
（
敬
称
略
）

▽
版
画
「
あ
し
あ
と
」

佐
藤
ム
ツ
子
（
金

沢
）

去
る
六
月
十
三
日
佐
渡
市
で
行
わ

れ
た
県
大
会
に
、
次
の
人
た
ち
が
出

場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

な
お
、
団
体
戦
で
優
勝
し
た
上
の

原
若
草
は
、
十
月
二
日
か
ら
福
井
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

団
体
戦(

敬
称
略)

上
の
原
若
草

優
勝▽

監
督
…
中
村
昭
光
▽
選
手
…

さん今井 厚
大野町

さん佐藤ムツ子
金 沢

第

回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ

16

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
／

（
佐
渡
市
）

13

韮
澤
正
行
、
齋
藤
清
二
、
大

瀧
壽
一
、
諏
佐
昭
治
、
大
瀧

セ
ツ
、
木
間
ア
サ
子
、
田
口

ミ
ユ
キ
、
韮
澤
キ
ミ
、
諏
佐

芳
子
）

個
人
戦

男
子(

敬
称
略)

小
海

洋
二
（
天
下
島
）

優
勝

個
人
戦

女
子(

敬
称
略)

上
の
原
町
）

三
位

大
瀧

セ
ツ
（

さん小海洋二
天下島

ニュートラル守門

さん大瀧セツ
上の原町
上の原若草
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上
の
原
若
草
の
皆
さ
ん

栃
尾
市
美
術
館

書
道
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

山
内
貞
次
遺
墨
展

か
つ
て
栃
尾
市
で
教
員
や
公
民

館
長
・
市
史
編
集
室
長
な
ど
を
務

め
、
優
れ
た
書
家
と
し
て
知
ら
れ

る
山
内
貞
次
（
一
九
〇
八
〜
一
九

七
八
年
）
の
遺
墨
約
七
十
点
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

山
内
貞
次
は
、
日
本
の
書
道
界

の
一
時
期
を
画
し
た
上
田
桑
鳩
や

そ
う
き
ゅ
う

桑
原
翠
邦
な
ど
に
師
事
。
主
に
全

す
い
ほ
う

日
本
書
芸
文
化
院
を
舞
台
に
活
躍

し
ま
し
た
。
栃
尾
市
に
お
い
て
は
、

高
校
の
書
道
講
師
や
公
民
館
の
講

座
講
師
な
ど
を
通
じ
て
書
道
教
育

の
普
及
に
力
を
尽
く
し
、
多
く
の

書
道
愛
好
者
を
育
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
や
地
方
の
多
く
の

書
家
を
は
じ
め
、
歌
人
な
ど
の
文

化
人
や
芸
術
家
と
の
交
流
を
も
っ

て
、
栃
尾
市
の
芸
術
文
化
に
常
に

刺
激
を
与
え
続
け
、
そ
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
没
後
二
十

五
年
を
経
て
初
の
回
顧
展
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
覧
料

一

般
…
三
百
円

大
学
・
高
校
生
…
二
百
円

中
学
生
以
下
…
無
料

山
内
貞
次

オ
マ
ー
ジ

同
時
開
催

ュ
作
品
展

※
７
月

日

は
開
館
し
、

日

19

（祝）

20

に
休
館
し
ま
す
。
８
月

日

（火）

16

は
開
館
し
ま
す
。

（月）

７月17日(土)
～８月22日(日)
月曜休館
9 00～17 00: :
(発券は まで)16 30:
５３－６３００

「
真
実
一
路
」

左
か
ら
阿
部
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、

大
橋
さ
ん
、
齋
藤
さ
ん

杜々の森名水茶会 と き：８月１日(日)10時～15時
ところ：杜々の森名水公園 茶席券：1,500円

問合せ：杜々の森名水公園
58 3050-

林
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら

現
在
ま
で
食
生
活
改
善
推
進
委
員
と

し
て
中
野
俣
地
区
を
中
心
に
活
動
。

食
生
活
改
善
に
よ
る
住
民
の
健
康
づ

く
り
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、

新
潟
県
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
六
月
十
九
日
と
二
十
日
の
二

日
間
、
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
北
信

越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
柔
道

競
技
と
剣
道
競
技
に
、
次
の
人
た
ち

が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

食
生
活
改
善

推
進
委
員
協
議
会
表
彰

北
信
越
大
会

●
柔
道

男
子

　
級

60

飛
田
さ
ん
は
、
県
大
会
で
ベ
ス
ト

８
と
な
り
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

●
柔
道

男
子

　
級

66

韮
沢
さ
ん
は
、
県
大
会
で
三
位
と

な
り
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

●
柔
道

男
子

　
級

100

高
橋
さ
ん
は
、
県
大
会
で
ベ
ス
ト

８
と
な
り
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

●
柔
道

女
子

　
級

52

西
川
さ
ん
は
、
県
大
会
個
人
戦
で

優
勝
し
出
場
。
北
信
越
大
会
で
も
ベ

ス
ト
８
と
健
闘
し
ま
し
た
。

さん韮澤 大
ひろし

天下島
栃尾高校
３年

さん�橋貴幸
平

栃尾高校
３年

さん飛田哲伸
と び た あ き の ぶ

平
栃尾高校
２年

な
お
、
西
川
さ
ん
は
七
月
三
十
一

日
か
ら
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
柔
道

女
子

　
級

57

磯
辺
さ
ん
は
、
県
大
会
で
優
勝
し

出
場
。
北
信
越
大
会
で
も
三
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。

な
お
、
磯
辺
さ
ん
も
七
月
三
十
一

日
か
ら
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
剣
道

女
子
個
人
戦
・
団
体
戦

小
浦
方
さ
ん
は
、
県
大
会
個
人
戦

で
三
位
と
な
り
出
場
。
健
闘
し
ま
し

た
。ま

た
、
団
体
戦
で
も
長
岡
高
校
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
三
位
と
な
り
出

場
。
ベ
ス
ト
８
と
健
闘
し
ま
し
た
。

さん磯辺友里
仲子町

新潟第一高校
３年

さん西川友梨
旭 町
栃尾高校
２年

湯
谷
さ
ん
は
、
県
大
会
個
人
戦
で

ベ
ス
ト
８
と
な
り
出
場
。
健
闘
し
ま

し
た
。

ま
た
、
団
体
戦
で
も
長
岡
高
校
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
三
位
と
な
り
出

場
。
ベ
ス
ト
８
と
健
闘
し
ま
し
た
。

●
剣
道

男
子
団
体
戦

佐
藤
さ
ん
と
三
本
さ
ん
は
県
大
会

団
体
戦
で
高
志
高
校
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
二
位
と
な
り
、
ま
た
外
山
さ

ん
は
帝
京
長
岡
高
校
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
三
位
と
な
り
出
場
。

北
信
越
大
会
で
は
、
高
志
高
校
が

三
位
、
帝
京
長
岡
高
校
が
ベ
ス
ト
８

と
健
闘
し
ま
し
た
。

さん小浦方志織
新栄町
長岡高校
２年

さん湯谷 綾
滝の下町
長岡高校
１年

さん佐藤優太
北荷頃
高志高校
２年

六
月
十
三
日
開
催
さ
れ
た
県
大
会

で
、
次
の
二
人
が
健
闘
し
ま
し
た
。

な
お
、
二
人
は
八
月
一
日
に
武
道

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
学
１
年
女
子
組
手
の
部

佐
藤

陽
菜
（
金

沢
）

優
勝

ひ

な

小
学
６
年
女
子
型
の
部

小
林

葵
（
栄

町
）

三
位

さん三本将太
一之貝
高志高校
２年

さん外山幹也
小 貫

帝京長岡高校
３年

第

回
新
潟
県
少
年
少
女

20

空
手
道
選
手
権
大
会

さん佐藤陽菜
金 沢

栃尾空手道会

さん小林 葵
栄 町

栃尾空手道会
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さん(新山)林 翠

杜々の森まつり と き：７月11日(日)10時30分～
ところ：杜々の森名水公園 伝統芸能公演会

問合せ：杜々の森名水公園
58 3050-



二
十
八
人
の
青
少
年
補
導
員
が
毎

月
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
信
頼
関

｢

愛
の
声
か
け｣

青
少
年
補
導

係
に
配
慮
し
な
が
ら
、
補
導
と
支
援

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少

年
に
有
害
な
広
告
、
ビ
デ
オ
・
図
書

の
販
売
店
、
自
動
販
売
機
、
公
園
・

遊
び
場
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
観
察

と
浄
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
に
か
か
わ
る
本
人
、
保
護

者
、
関
係
者
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い

て
、
秘
密
を
守
っ
て
相
談
に
あ
た
り

ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
青
少
年
育
成
相
談
室52

◇
家
庭
児
童
相
談
室

53

◎
い
ず
れ
も
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階

七
月
一
日
〜
三
十
一
日

▽
期

間

タ
バ
コ
・
酒
類
の
販
売

▽
対

象
店
と
自
動
販
売
機
、
書
店
、
が

ん
具
店
。
ビ
デ
オ
Ｃ
Ｄ
貸
出
店

と
ビ
デ
オ
・
図
書
自
動
販
売
機
、

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
。
広
告
物

や
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
力

店
制
度
の
実
態
な
ど

市
教
育
委
員
会
が
委
嘱

▽
調
査
員

し
た
青
少
年
補
導
員
（
上
表
）

と
、
警
察
署
員
が
調
査
に
伺
い

ま
す
。

｢

悩
み
や
問
題｣

は
相
談
室
へ

21
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月

は

七青
少
年
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

青
少
年
が
信
頼
で
き
る
地
域
環
境
を
あ
な
た
か
ら
！

青
少
年
問
題
は
大
人
問
題
で
す
。
大
人
自
身
が
自
ら
の
言
動
で
示
し
、

青
少
年
が
健
全
に
育
ま
れ
る
社
会
環
境
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

＜栃尾市青少年補導員＞
地区 氏 名 住所・所属 地区 氏 名 住所・所属

金町 栃尾高校教諭目黒 愛子 武江 裕生

旭町 栃尾東小教諭井上 眞一 林 郁代
栃尾

山田町 刈谷田中教諭楡金 祐子 小林 秀生

栄町 葎谷・ PTA原 豊重 多田 正春 栃高

新栄町 二日町長野 郁子 山井 秀次

山田町 PTA 下塩小熊 孝子 塩谷 橘 信子・東小

大町 上塩小教諭
栃尾

羽賀 光助 長井 明

谷内・ PTA 小向廣野 光春 川上 新吉南小

大野町 栃堀橘 律子 佐藤 米作
東谷

谷内 宮沢高見 力 石沢 三夫

本町 東谷小教諭星野 紀子 渡辺 直樹

仲子町 北荷頃西川ハツイ 高橋 國男

栃尾南小教諭 北荷頃安楽 房子 西谷 難波 次子

秋葉中教諭 中野俣小教諭相澤 一徳 石原 光代

※青少年補導員は担当地区に限らず、市内全域を巡視します。

｢

非
行
の
防
波
堤
は
環
境
浄
化｣

県
下
一
斉
環
境
実
態
調
査

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

繁
窪
・
緑
百
年
物
語
六
周
年
記
念
植
樹
祭

晴
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
六
日
、

繁
窪
・
緑
百
年
物
語
六
周
年
記
念

植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

植
樹
祭
は
、
ブ
ナ
林
を
開
墾
し
て

作
っ
た
桑
畑
が
養
蚕
業
の
衰
退
と

と
も
に
荒
れ
て
き
た
こ
と
を
憂
い
、

う
れ

再
び
美
し
い
ブ
ナ
林
に
よ
み
が
え

ら
せ
よ
う
と
、
繁
窪
区
民
が
一
丸

と
な
っ
て
平
成
十
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
県
が
市
に
代
わ
っ
て

改
良
工
事
を
進
め
て
い
る
市
道
吹

谷
繁
窪
線
の
植
樹
マ
ス
に
、
市
を

通
じ
て

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

（財）

ら
自
治
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
、

｢緑の故郷｣を歌う参加者たち

ブ
ナ
街
道
づ
く
り
を
目
指
し
て
ブ

ナ
の
苗
木
三
十
本
と
バ
ー
ベ
ナ
な

ど
の
花
を
植
え
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
は
、
「
ブ
ナ
街

道
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
、
牧
野
新
潟
県
総
合

政
策
部
長
や
市
外
か
ら
参
加
し
た

人
た
ち
と
一
緒
に
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
中
野
俣
小
学

校
の
児
童
全
員
も
昨
年
に
引
き
続

い
て
植
樹
祭
に
参
加
。
馬
場
市
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
「
ブ
ナ
街

道
の
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

行
わ
れ
、
「
緑
の
故
郷
」
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

ブ
ナ
の
苗
木
と
花
を
植
え
る
児
童

‐
１
１
１
７

‐
３
１
１
８

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
児
童
が
育
成
さ
れ
て
い
る

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

の
た
め
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
、
母
が
監
護
し
て
い
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
（
母
が
監
護
で
き
な

い
と
き
は
、
母
に
代
わ
り
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
（
養
育
者
）
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
）

　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

　
父
が
死
亡
し
た
児
童

　
父
が
一
定
以
上
の
障
害
に
あ
る
児

童
◆
受
給
で
き
る
人

　
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

　
父
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

　
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
刑
務

所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

　
遺
棄
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

四
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

▽
児
童
扶
養
手
当
の
額

月
額
四
一
、
八
八
〇
円

（
四
二
、
〇
〇
〇
円
）

▽
受
給
資
格
者
の
所
得
に
よ
る
支
給

の
一
部
制
限
を
受
け
る
者
に
係
る

児
童
扶
養
手
当
の
額

月
額
四
一
、
八
七
〇
円

◆
手
当
の
額

〜
九
、
八
八
〇
円

（
四
一
、
九
九
〇
円

〜
九
、
九
一
〇
円
）

※(
)

内
は
、
改
定
前
の
額
で
す
。

現
況
届
は
、
受
給
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
状
況
、
母
と
児
童
が
受
け
取

っ
た
養
育
費
、
対
象
児
童
の
監
護
の

状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
い
て
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
大

切
な
届
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
七
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

八
月
二
日

〜
八
月
三

届
出
期
間

（月）

十
一
日
（火）

こ
の
制
度
は
、
母
子
、
父
子
家
庭

の
父
母
と
児
童
ま
た
は
父
母
の
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
と
そ
の

児
童
に
対
し
て
医
療
費
の
一
部
な
ど

を
助
成
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
保

◆
現

況

届

健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
児
童
の
い
る
家
庭
を
い
い
ま

す
。

　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

　
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　
父
ま
た
は
母
が
一
定
以
上
の
障
害

に
あ
る
児
童

　
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

　
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
一
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

　
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
一
年

以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

　
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

　
遺
棄
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

更
新
届
は
、
受
給
者
な
ど
の
前
年

◆
ひ
と
り
親
家
庭

◆
更

新

届

の
所
得
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
い

て
受
給
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
大
切
な
届
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
七
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

八
月
二
日

〜
八
月
三

届
出
期
間

（月）

十
一
日
（火）

こ
の
制
度
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
〜
三
級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ
を

所
有
し
て
る
人
に
、
医
療
費
の
一
部

な
ど
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

更
新
届
は
、
受
給
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
状
況
を
確
認
し
、
九
月
か
ら

一
年
間
の
受
給
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
審
査
す
る
大
切
な
届
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
既
に
通

知
し
ま
し
た
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

七
月
一
日

〜
七
月
三

届
出
期
間

（木）

十
日
（金）

保
健
福
祉
課
福
祉
係

問
合
せ

52

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成

◆
更

新

届

20
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児
童
扶
養
手
当
や
医
療
費
助
成
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

市
は
、
母
子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
医
療
費

助
成
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
行

っ
て
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
、
手
当
や
医
療
費
助
成
を
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
の
期
間
で
す
。
現

況
届
や
更
新
届
は
、
指
定
さ
れ
た
期
間
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成

‐
５
８
３
６

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-



出
発
日
・
対
象

８
月

日
ま
で
の

７
月

日
21

（水）

21

更
新
者
（
栃
尾
警
察
署
バ
ス
停

９
時
発
）

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前
ま
で
に

申
込
み

交
通
安
全
協
会

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

。
そんなニンゲンの、おかしな行動、社会、考え、

教育、そして心に、絵本『あらしのよるに』シリ
ーズに登場し、友情に厚いことで日本一有名なオ
オカミとヤギが物申す！自然のままで生きる動物
たちの目から見たニンゲン行動学。

木村 裕一 著 ソニー・マガジンズ

＜一般書＞
葉桜の季節に君を想うということ／歌野晶午、左
腕の猫／藤田宜永、最後のキス／古尾谷登志江、
たったひとつのたからもの／加藤浩美、ＤＩＶＥ
１～４／森絵都、人はみな元気に生まれ元気の海
へ還る／五木寛之、終戦のローレライ上・下／福
井晴敏、夜回り先生／水谷修、禁じられた楽園／
恩田陸、見えない敵／阿部夏丸
＜児童書＞
机の中の竜の森／ほんだみゆき、おひさまぽかぽ
か／笠野裕一、ねぎぼうずのあさたろうその１～
４／飯野和好、なりました／内田麟太郎、あいし
ているから／マージョリー・ニューマン、そらの
たべかたおしえましょう／はたよしこ

新刊の書棚から

オオカミのあっかんべー

新 刊 紹 介

今
年
も
、
１
割
お
得
な
「
と
く

と
く
商
品
券
」
を
販
売
し
ま
す
。

六
千
万
円
（
額
面
総

販
売
総
額

額
六
千
六
百
万
円
）

販
売
日

９
月

日

…
額
面
三
千
三
百

17

（金）

万
円
販
売
予
定

９
月

日

…
額
面
三
千
三
百

18

（土）

万
円
販
売
予
定

栃
尾
商
工
会
館(

本
町)

販
売
所

◎
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
と
く
と
く
商
品

加
盟
店
募
集

券
」
を
取
り
扱
う
加
盟
店
を
募

集
し
ま
す
。
加
盟
希
望
の
事
業

所
は
、
事
務
局
に
連
絡
く
だ
さ

い
。

栃
尾
市
商
店
連

申
込
み
・
問
合
せ

合
会
（
事
務
局
・
栃
尾
商
工
会
）

52

市
制
施
行

周
年
記
念

50

１
割
お
得
な
「
と
く
と
く
商
品
券
」

>

発
売
日
決
定

｢とちお祭｣花火寄附のお願い

８月28日･29日に「とちお祭り」を開催します。
夏の夜空を彩る祭りのフィナーレ大花火大会に、
皆さんの参加をお待ちしています。

８月29日(日) 夜７時30分～◇大花火大会
◇花火代金（消費税込み）
種 類 金 額 種 類 金 額
４号玉 6,700円 80,000円スターマイン
５号玉 10,200円 100,000円スターマイン
７号玉 21,500円 150,000円以上スターマイン
10号玉 46,000円 早打･段打 玉代の１割増
※スターマインは、金額により調整します。

７月16日(金)まで◇申込期限
慶事など、どなたでも参加いただけます。
お気軽にご相談、お申し込みください。

観光協会 ５１－１１９５◇申込み・問合せ
商工観光課 ５２－２１５１

７
月

日

は

11

（日）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
日
で
す

未
来
の
た
め
に

=

み
ん
な
で
投
票

‐
４
１
９
１

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

毎
年
実
施
し
て
い
る
市
民
ハ
イ
キ

ン
グ
の
行
き
先
を
、
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
ま
す
。

日
帰
り
で
行
け
る

行
き
先
の
条
件

新
潟
県
内
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用

※
昨
年
…
三
国
川
ダ
ム(

六
日
町)

◎
実
施
日
は
９
月

日

で
す
。

18

（土）
７
月

日

ま

応
募
先
・
問
合
せ

21

（水）

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

行
き
先
募
集

で
に
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

栃
尾
の
文
化
・
歴
史
を
訪
ね
ま
す
。

７
月

日

８
時

分
〜

と

き

10

（土）

30

教
室
・
講
座

第
１
回
ふ
る
さ
と

歴
史
探
訪
講
座

時
12

西
谷
・
半
蔵
金
方
面

と
こ
ろ

人
（
先
着
順
）

定

員

25五
十
円
（
保
険
料
）

参
加
費

参
加
費
を
添
え

申
込
み
・
問
合
せ

て
生
涯
学
習
課

‐
２
０
２
０

52

笑
い
話
、
艶
話
、
た
と
え
話
、
怖

い
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
昔
話
を
取

り
そ
ろ
え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７
月

日

時

分
〜

と

き

28

（水）
19

30

時

分

21

30
文
化
セ
ン
タ
ー｢

展
示
室｣

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

70無

料

参
加
費

ろ
ば
た
会
、
市
内
の
小
・

出
演
者

中
学
生
有
志

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

大
切
な
人
が
突
然
、
け
が
や
病
気

夕
涼
み
語
り
つ
く
し
会

誰
で
も
出
来
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

に
お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何

か
手
当
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
な

ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手

当
」
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

７
月

日

９
時
〜

時

と

き

25

（日）

12

消
防
署
「
会
議
室
」

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

７
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

20

（火）

で
に
消
防
本
部

‐
１
１
５
５

52

８
月

日

９
時

分
〜

と

き

14

（土）

30

種
目
・
会
場

軟
式
野
球

小
学
生
…

栃
尾
東
・
栃
尾
南
小
学
校

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

小
学
生
女
子
…

総
合
体
育
館

軟
式
野
球

中
学
生
…

刈
谷
田
中
学
校ソ

フ
ト
バ
レ
ー

中
学
生
女
子
…

刈
谷
田
中
学
校

総
合
体
育
館
内
大
会
事
務

問
合
せ

局

‐
５
５
７
１

52

第

回
44

少
年
少
女
球
技
大
会

催

し

22
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各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

○
７
月

日

時
〜

時

21

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○
７
月

日

時
〜

時

23

（金）
10

15

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

児童手当法が改正され、４月１日にさかの
ぼって、支給対象児童の年齢が引き上げられ
ました。

支給対象児童を次のとおり改正◆改正内容
改正前 小学校入学前(６歳)の３月末まで
改正後 小学校３学年(９歳)の３月末まで
◆請求手続き

法改正後の支給要件に該当すると思われ
る人には、６月中に手続きに関する案内文
書を送付しました。
なお、案内文書が送付されていない人で

該当すると思われる人は、市民課国保年金
係で請求手続きを行ってください。
◆その他

公務員については、勤務先から児童手当
が支給されます。確認ください。

市民課国保年金係◆問合せ
５２‐５８３５

児童手当の対象を拡大

など今月の税金

納期８月２日

固 定 資 産 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ

寄付御礼

▼
申
酉
翔
会
（
代
表
者
星
野
直
浩
）
…

さ

る

と

び

か

い

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
広
場

の
植
樹
用
と
し
て
、
欅
の
成
木
一
本

け
や
き

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。

(16.5.10)

秋
葉
の
火
祭
り

７
月

日

午
後
８

と

き

24

（土）

時
〜

秋
葉
公
園

と
こ
ろ

観
光
協
会

‐
１

問
合
せ

51

１
９
５
ま
た
は
、
常
安
寺

‐
２
３
１
８

52

公民館図書室 開館時間を延長
月曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020



全
国
名
水
百
選
の
冷
た
く
澄
ん
だ

湧
き
水
で
点
て
た
お
茶
は
い
か
が
で

た

す
か
。

８
月
１
日

午
前

時
〜

と

き

（日）

10

午
後
３
時望

岳
庵
、
ア
ト
レ
と
ど

と
こ
ろ

ぼ
う
が
く
あ
ん

（
杜
々
の
森
名
水
公
園
内
）

無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

送

迎
中
央
公
園
発

午
前

時
10

長
岡
駅
東
口
発

午
前

時
10

(

要
予
約)

杜
々
の
森
発

午
後
２
時

分
30

宗?

流
・
裏
千
家
・
サ
ー

茶

席

ビ
ス
席
（
中
野
俣
小
学
校
）

千
五
百
円
（
商
工
観
光
課
、

茶
席
券

道
の
駅｢

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

、
ア

ト
レ
と
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
）

杜
々
の
森
名
水
公
園
管
理

問
合
せ

運
営
組
合

‐
３
０
５
０

58

平成16年

７.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健
診では、歯科健診があります
ので健診前に歯を磨いておい
てください。また、希望者に
フッ素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

ちゃん野村 美月
み づ き

（楡 原）
７月８日
1歳6カ月児
健診会場で

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月

16.１～16.２ツベルクリン ８月３日(火)
反応検査
判定・ＢＣＧ 16.１～16.２８月５日(木)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
８月24日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人は、おいでください。

保健師、助産師、母子保健推進員相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
８月25日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
８月６日(金）午後２時～３時30分日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
15年12月生まれ

７ カ 月 児 健 診 ８月13日(金)
16年１月生まれ

１歳６カ月児健診 ８月12日(木) 15年１月生まれ
８月18日(水) 14年１月生まれ２歳６カ月児歯科健診

３歳児歯科健診 ８月18日(水) 13年７月生まれ
３ 歳 児 健 診 ８月11日(水) 13年3･4月生まれ

杜
々
の
森名

水
茶
会

昨年の望岳庵での茶席（裏千家）

おりなす
みんな・みんなで盆踊り

お
り
な
す
「
て
ま
り
ホ
ー
ル
」
を
夜
に
見
立
て
、
み
ん
な
で

楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
屋
台
を
出
店
す
る
予
定
で
す
。

７
月

日

午
後
１
時
〜
４
時

と

き

25

（日）

お
年
寄
り
や
子
ど

対

象
も
、
育
児
の
忙
し
い
お
母

さ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で
も

無

料

参
加
費

当
日
み
ん
な
を
踊

そ
の
他

り
の
輪
に
誘
導
し
た
り
、

屋
台
な
ど
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
、

協

賛
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
宮

沢
・
泉
区
な
ど

お
り
な
す

‐

問
合
せ

51

１
３
３
１

楽
し
く
踊
る
参
加
者
た
ち

人口 ２４,３３１人 男 １１,９０９人 女 １２,４２２人 世帯数 ７,３５４
市のようす

６月末現在

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

身
近
な
金
銭
ト

８
月
１
日
ま
で

ラ
ブ
ル
は
少
額
訴
訟
制
度
を
利

用
し
よ
う

夏
バ
テ
知
ら

８
月
２
日
〜

日
16

ず
で
い
る
た
め
に

お
年
寄
り
や
家
族

◆
よ
ろ
ず
相
談

が
抱
え
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談

を
、
無
料
で
お
受
け
し
て
ま
す
。

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

杜
々
の
森｢

ア
ト
レ
と
ど｣

展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
と
ち
お（

栃
尾
写
真
ク
ラ
ブ
）

▽
和
紙
で
描
く
自
然

（
栃
尾
ち
ぎ
り
絵
の
会
）

８
／
３

〜
（火）

15
（日）
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長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

①期日②会場③問合せ先

【長岡市】
①７月31日(土)▽ ミッドサマーコンサート

開演14時
新潟アジア文化祭2004コーラスステージ▽

①８月14日(土)開演15時
①８月22日(日)▽ リリックあそびの国2004

いずれも②③リリックホール 29-7715
①８月７日(土)▽ サマーナイトプレゼンツ

～16日(月)②越後丘陵公園③公園管理セン
ター 47-8001
【小千谷市】
国指定重要無形民俗文化財｢牛の角突き｣▽

①８月15日(日)・21日(土)13時～②小千谷
闘牛場（小栗山）

①８月20日(金)～22日(日)▽ おぢやまつり
②本町ほか
いずれも③商工観光課 83-3512

【見附市】
feel first Story Ver.14～夏の夜語り▽

①８月７日(土)開演18時30分②③アルカ～
ディア 63-5321
【中之島町】

①８月８日(日)②▽ 第９回中之島夏まつり
役場前公園周辺③企画課 61-2011
【三島町】

①８月15日(日)・16日(月)②▽ 三島まつり
中央公園ほか③産業課 42-2221
【和島村】

①８月16日(月)②島崎③企▽ わしままつり
画観光課 74-3111
【出雲崎町】

①８月７日(土)②天領の▽ 夕日コンサート
里イベント広場③夕日の会 78-2457

①８月14日(土)・15日(日)②出▽ 船まつり
雲崎漁港ほか③企画振興課 78-2291
【山古志村】

①８月14日(土)12時～②池谷▽ 牛の角突き
闘牛場③産業課 59-2330
【川口町】

①８▽ 川とあそぼう「ふれあいフェスタ」
月８日(日)②川口やな場③企画商工課 89
-3112
【小国町】

①８月14日(土)②カント▽ おぐに夏まつり
リーエレベター前③企画商工課 95-5906

自 衛 官 募 集

試験の種類 資 格 受付期間 試験日

11月13日防衛大学校
・14日学生 高卒(見込み)

21歳未満の人
10月１日 11月６日防衛医科

まで ・７日大学校学生

10月17日看 護 学 生 高卒(見込み)
24歳未満の人

９月23日航 空 学 生 高卒(見込み)
21歳未満の人

18歳以上一般曹候補

９月18日学生 24歳未満の人 ９月８日
まで

曹 候 補 士
18歳以上
27歳未満の人 男･後日発表２等陸・海

女･９月26日・空士

自衛隊長岡出張所 33-0256問合せ

相談種別 相談時間 相談日

よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :

痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :

公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :

税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :

健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :

死者 傷者交通事故
６月 6件

16年累計 29件

0 人

1 人

6人

28人 気を引き締めなおして安全運転を！～



栃
尾
市
で
は
８
月
７
日
を
七
日
盆

な

の

か

ぼ

ん

と
呼
び
、
そ
の
日
の
早
朝
に
市
内
の

河
原
で
石
を
積
む
「
石
積
み
」
の
民

族
行
事
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
親
よ
り
早
く
死
ん

だ
子
ど
も
た
ち
の
霊
が
毎
日
賽
の
河

さ
い

原
で
石
積
み
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
七
日
盆
で
子
ど
も
た
ち
の
霊
が

休
む
と
さ
れ
る
７
日
の
朝
に
、
こ
の

世
に
生
き
る
肉
親
た
ち
が
子
ど
も
た

ち
の
霊
に
代
わ
っ
て
石
を
積
み
、
一

日
も
早
く
極
楽
浄
土
へ
行
け
る
よ
う

に
と
願
っ
て
始
め
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

以
前
は
市
内
全
域
で
行
わ
れ
て
い

た
行
事
で
す
が
、
近
年
は
一
部
の
地

域
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
石
積
み
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
か
ら
刈
谷
田
川
沿
い
の
町
内
や

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は

「
と
ち
お
の
石
積
み
〜
花
の
盆
〜
」

と
名
付
け
て
、
行
事
の
活
性
化
や
宿

泊
客
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
６
日

の
夜
に
「
灯
篭
流
し
」
を
行
い
ま
す
。

栃
尾
の
伝
統
行
事
を
次
の
世
代
に
伝

え
る
た
め
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

８
月
６
日

時
〜

時

と

き

（金）
19

20

刈
谷
田
橋
上
流
（
東
町
、

と
こ
ろ

本
町
）

セ
レ
モ
ニ
ー
…
８
月
７
日

と

き５
時

分
〜

（土）

30セ
レ
モ
ニ
ー
…
刈
谷
田
橋

と
こ
ろ

上
流
河
川
敷
（
東
町
、
本
町
）

※
石
積
み
は
、
７
日
の
早
朝
に
近
所

の
河
原
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
ち
お
の
石
積
み
実
行
委

問
合
せ

員
会
事
務
局
・
地
域
お
こ
し
推
進

室

‐
２
１
２
４

52

ミ
リ
映
写
機
に
関
す
る
知
識
・

16
実
技
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

８
月
８
日

９
時

分
〜

と

き

（日）

30

時
12

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議

と
こ
ろ

室
」

人
（
先
着
順
）

定

員

20山
碕
孝
幸
さ
ん
（
長
岡
市

講

師
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
）

無

料

参
加
費

８
月
４
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（水）

で
に
教
育
セ
ン
タ
ー

‐
３
０

53

０
５

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
児
童
の
親
睦

と
体
力
向
上
を
図
る｢

少
年
す
も
う

大
会｣

を
開
催
し
ま
す
。

９
月
５
日

競
技
９
時
〜

と

き

（日）

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

団
体
・
個
人
・
３
人
ぬ
き

種

目

▽
団
体
…
チ
ー
ム
編
成

参
加
資
格

は
、
原
則
と
し
て
町
内
単
位
で
、

同
一
町
内
か
ら
は
２
チ
ー
ム
ま
で
。

ミ
リ
映
写
機
講
習
会

16

催

し

第

回
39

少
年
す
も
う
大
会

４
年
生
１
人
、
５
・
６
年
生
各
２

人
の
計
５
人
▽
個
人
・
３
人
ぬ
き

…
市
内
在
住
の
４
年
生
以
上
の
児
童

８
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

18

（水）

で
に
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

虐
待
や
い
じ
め
で
心
に
傷
を
負
っ

た
少
女
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

じ
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
映

画
で
す
。
親
子
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

８
月
８
日

時
〜

と

き

（日）
10

お
り
な
す
「
て
ま
り
ホ
ー

と
こ
ろ

ル
」

ア
ニ
メ
映
画｢

ハ
ッ
ピ
ー

内

容
バ
ー
ス
デ
ー

命
か
が
や
く
瞬
間｣

と

き

無

料

入
場
料

社
会
福
祉
協
議
会

‐

問
合
せ

52

５
８
９
５ そ

の
他

夏
休
み親

子
映
画
上
映
会
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栃
尾
の
伝
統
行
事
を
守
ろ
う

｢

石
積
み
・
灯
篭
流
し｣

に
参
加
く
だ
さ
い

昨年の石積みの様子。約300人の市民が参加し、
市外からも宿泊して参加した人もいました

◇
灯
篭
流
し

◇
石

積

み

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

道
の
駅｢

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展

(
)

彩
の
会

８
／
２

〜
（月）

18
（水）

月曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020

公民館図書室は
８月31日まで休まず開館します

市
は
、
１
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
就

学
前
幼
児
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

現
在
交
付
済
み
の
幼
児
医
療
費
受

給
者
証
は
、
８
月

日
を
過
ぎ
る
と

31

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

９
月
か
ら
の
受
給
資
格
を
継
続
す
る

に
は
、
新
た
に
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

該
当
す
る
人
に
は
７
月
中
に
申
請

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
保
健
予
防
係

問
合
せ

‐
５
８
３
６

52
糸
ノ
コ
に
挑
戦
し
、
イ
ル
カ
や
ク

ジ
ラ
、
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
親
子
が
ぶ

ら
ぶ
ら
揺
れ
る
「
や
じ
ろ
べ
え
」
を

作
り
ま
す
。８

月

日

時
〜

時

と

き

29

（日）
13

16

美
術
館
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護

対

象
者
同
伴
の
こ
と
）

教
室
・
講
座

幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
は
早
め
に

木
と
遊
ぼ
う

夏
休
み
木
工
教
室

人
（
先
着
順
）

定

員

20無

料

参
加
費

と
ち
お
和
す
ら
加
木
工
房

講

師
（
木
工
趣
味
の
会
）
の
皆
さ
ん

動
物
に
着
色
や
装
飾
を
し

持
ち
物

た
い
人
は
、
絵
の
具
類
（
速
乾
性

の
も
の
）
、
ビ
ー
ズ
、
ス
パ
ン
コ

ー
ル
、
糸
、
は
ぎ
れ
な
ど
の
材
料

を
持
参
く
だ
さ
い
。８

月
３
日

か

申
込
み
・
問
合
せ

（火）

ら
美
術
館

‐
６
３
０
０

53

「
お
り
な
す
」
で
行
う
パ
ソ
コ
ン

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
親
子
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
う
ち
わ作

成
講
座

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
画

内

容
像
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
手
持
ち
の
写
真
を
加

工
・
編
集
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
う
ち
わ
を
作
り
ま
す
。

８
／
８

９
時
〜

時

と

き

（日）

16

親
子

組
（
先
着
順
・

定

員

10

個
人
の
受
講
も
可
）

千
円

受
講
料

◆
ア
ル
バ
ム
作
成
講
座

夏
休
み
の
思
い
出
や
旅

内

容
行
の
写
真
な
ど
を
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
ア
ル
バ
ム
を
作
り
ま

お
り
な
すパ

ソ
コ
ン
講
座

す
。

８
／

９
時
〜

時

と

き

28
（土）

16

人
（
先
着
順
）

定

員

20千
円

受
講
料

※
い
ず
れ
の
講
座
も
、
受
講
料
の
ほ

か
に
材
料
費
が
必
要
で
す
。

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51７
月

日

文
化
セ
ン
タ

と

き

30

（金）

ー
前
８
時

分
集
合
・

時

分

30

15

30

解
散

ふ
る
さ
と
交
流
広
場
（
栃

行
き
先

堀
）

小
・
中
学
生

対

象

人(

多
数
の
場
合
抽
選)
定

員

30五
百
円
（
保
険
料
・
昼
食

参
加
費

代
な
ど
、
当
日
受
付
で
納
入
）

川
遊
び
（
水
着
、
浮
き
輪
、

持
ち
物

水
中
め
が
ね
、
虫
取
り
網
）
の
支

度
・
虫
除
け
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
飲

み
物
・
着
替
え
な
ど

参
加
費
の
ほ
か
に
、
行
き

そ
の
他

帰
り
の
バ
ス
代
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
環
境
衛
生
課
と
の

合
同
開
催
事
業
で
す
。

公
民
館

‐

申
込
み
・
問
合
せ

52

２
０
２
０

あ
そ
び
じ
ゅ
く
⑦

｢

エ
コ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ｣

＆
川
遊
び

８
月
９
日

〜

日

、

と

き

（月）

11

（水）

文
化
セ
ン
タ
ー
前
９
日

時
集
合

13

・

日

時
解
散

11

15五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場
（
六

行
き
先

日
町
）

小
学
校
３
年
生
以
上
高
校

対

象
生
ま
で

人(

多
数
の
場
合
抽
選)

定

員

25三
千
八
百
円
（
保
険
料
・

参
加
費

食
費
な
ど
）

お
や
つ
・
飲
み
物
・
着
替

持
ち
物

え
・
水
着
・
サ
ン
ダ
ル
・
寝
袋
も

し
く
は
毛
布
・
洗
面
用
具
な
ど

(

ゲ
ー
ム
類
の
持
ち
込
み
は
禁
止)

※
こ
の
事
業
は
、
「
山
古
志
村
・
青

空
冒
険
塾
」
と
の
合
同
事
業
で
す
。

参
加
費
を
添
え

申
込
み
・
問
合
せ

て
７
月

日

か
ら
公
民
館

26

（月）

52

‐
２
０
２
０

自
分
で
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て
ロ

ボ
ッ
ト
を
製
作
し
、
競
技
会
を
開
催

し
ま
す
。

８
月

日

・

日

・

と

き

18

（水）

19

（木）

日

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

30

（月）

10

17

あ
そ
び
じ
ゅ
く
⑧

｢

夏
を
キ
ャ
ン
プ
で

｣

楽
し
も
う

あ
そ
び
じ
ゅ
く
⑨

｢

六
本
脚
の

｣

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

小
学
校
４
年
生
以
上
高
校

対

象
生
ま
で

人
（
多
数
の
場
合
抽
選

定

員

10

・
親
子
で
の
参
加
も
可
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
モ
ノ

講

師
づ
く
り
教
育
支
援
事
業
団

三
千
五
百
円
（
キ
ッ
ト
代

参
加
費

・
保
険
料
な
ど
）

筆
記
用
具
・
昼
食
・
工
作

持
ち
物

用
具

参
加
費
を
添
え

申
込
み
・
問
合
せ

て
７
月

日

か
ら
公
民
館

26

（月）

52

‐
２
０
２
０

あ
な
た
の
気
持
ち
を
、
一
枚
の
マ

ス
目
に
埋
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月

日
・
８
月

日
・

と

き

29

26

９
月

日
・

月

日
・

月

16

10

28

11

25

日
・

月

日
、
い
ず
れ
も
木
曜

12

16

日
の

時
〜

時

19

21

文
化
セ
ン
タ
ー
「
学
習

と
こ
ろ

室
」
な
ど

人
（
先
着
順
）

定

員

20二
千
円
（
資
料
代
・
初
回

参
加
費

時
納
入
）大

瀬
久
男
さ
ん
（
金
町
）

講

師

筆
記
用
具

持
ち
物

公
民
館

‐

申
込
み
・
問
合
せ

52

２
０
２
０

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

と
ち
お
一
枚
文
学
の
会
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文化センター

ギャラリーとちお
◆小さな作品展（作詞サークル10）
８／１(日)～５(木)

◆洋画展（美厚会）
８／７(土)～17(火)



母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
業
相

談
に
応
じ
る
、
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

家
庭
状
況
、
職
業
能
力
の
適
性
、

就
業
経
験
な
ど
に
応
じ
て
、
専
門
の

就
業
支
援
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
、
９

と

き
時

分
〜

時

分(

時
〜

30

16

30

12

13

時
は
休
憩)新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

と
こ
ろ

（
新
潟
市
上
所
２
‐
２
‐
２
）

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ

問
合
せ

ー

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
８

７県
で
は
、
家
庭
教
育
や
子
育
て
に

不
安
や
悩
み
の
あ
る
人
を
対
象
に
し

た
電
話
相
談｢

す
こ
や
か
コ
ー
ル｣

を

行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

毎
週
月
曜
〜

電
話
で
の
受
付
時
間

金
曜
日
、

時
〜

時

13

21

毎
週
月
曜

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
時
間

〜
金
曜
日
、

時
〜
翌
日

時

21

13

０
２
５
‐
２
８
４
‐
６
０
１
９

あ

県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進

問
合
せ

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

の
就
業
を
支
援

教
育･

子
育
て
電
話
相
談

｢

す
こ
や
か
コ
ー
ル｣

課
青
少
年
家
庭
教
育
係

０
２
５

‐
２
８
０
‐
５
６
１
７

に
い
が
た
産
業
創
造
機
構
で
は
、

（財）
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
の
認
定

に
必
要
な
書
類
の
作
成
に
対
し
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
専
門
家
の
派
遣
な
ど

を
行
い
ま
す
。

同
法
は
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行

う
中
小
企
業
を
支
援
す
る
法
律
で
、

認
定
を
受
け
る
と
、

○
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
の
低
利
融

資
○
中
小
企
業
経
営
革
新
事
業
費
補
助

金
○
債
務
保
証
制
度
の
拡
充

○
税
制
面
で
の
優
遇
措
置

な
ど
の
支
援
策
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。に

い
が
た
産
業
創
造
機

問
合
せ

（財）

構

０
２
５
‐
２
４
６
‐
０
０
４

４県
で
は
、
長
岡
市
の
内
水
面
水
産

試
験
場
な
ど
の
県
立
試
験
研
究
機
関

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

○
内
水
面
水
産
試
験
場
（
長
岡
市
）

！

支
援
し
ま
す

中
小
企
業
の
経
営
革
新

県
立
試
験
研
究
機
関

を
公
開
し
ま
す

７
月

日

と

き

25

（日）

○
農
業
総
合
研
究
所
、
作
物
研
究
セ

ン
タ
ー
（
長
岡
市
）

７
月

日

と

き

27

（火）

○
醸
造
試
験
場
（
新
潟
市
）

８
月
１
日

と

き

（日）

○
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
（
聖
籠
町
）

８
月

日

と

き

24

（火）

県
産
業
労
働
部
産
業
振
興

問
合
せ

課
技
術
振
興
係

０
２
５
‐
２
８

０
‐
５
２
４
４

た
ば
こ
は
、
吸
っ
て
い
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、
周
り
の
吸
わ
な
い
人
の
健

康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

昨
年
施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
に

よ
り
、
学
校
・
病
院
・
官
公
庁
な
ど

多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
は
、

受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
施

設
で
の
禁
煙
や
分
煙
の
推
進
を
普
及

啓
発
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

県
内
の
小
・
中
学
生
、

応
募
資
格

高
校
生
お
よ
び
一
般画

材
・
色
彩
は

応
募
作
品
の
規
格

自
由
。
た
だ
し
用
紙
の
大
き
さ
は
、

四
つ
切
画
用
紙
（

　
×

　
）

38

54

を
必
ず
横
長
に
使
用
し
、
「
多
く

の
人
が
集
ま
る
施
設
で
の
禁
煙
や

禁
煙
ポ
ス
タ
ー作

品
募
集

分
煙
の
推
進
」
を
訴
え
る
内
容
の

標
語
を
入
れ
る
こ
と

小
学
校
１
〜
３
年
、
小
学

表

彰
校
４
〜
６
年
、
中
学
校
、
高
等
学

校
お
よ
び
一
般
の
各
部
門
ご
と
に

審
査
し
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
、

佳
作
を
贈
る

９
月
８
日

ま
で

応
募
・
問
合
せ

（水）

に
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課
健

康
増
進
・
歯
科
保
健
係

０
２
５

‐
２
８
５
‐
５
５
１
１
内
線
２
６

６
８
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月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

８

☆
夏
の
特
別
展

「
水
と
空
気
で
遊
ぼ
う
」

７
月

日

〜

と

き

24

（土）
８
月

日
31

（火）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
夏
番
組

「
星
に
な
っ
た
チ
ロ
」

９
月
５
日

ま
で

と

き

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

▽
１
日

　

時

☆
各
種
教
室

（日）

13

〜
　

時
〜
　

時
〜｢

ブ
ン

14

15

ブ
ン
ゴ
マ｣

▽
５
日

時
〜

（木）
13

「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
」

(

要
予
約)

▽
６
日

時
〜

（金）
19

｢

星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ｣(

要
予

約)

▽
７
日

・
８
日

９
時

（土）

（日）

分
〜｢

ロ
ボ
ッ
ト
に
親
し
む

30日｣

▽
８
日

　

時
〜
　

（日）

13

15

時
〜｢

か
ら
く
り
の
世
界
」
▽

日

時
〜｢

ピ
カ
ピ
カ
石

19

（木）
13

磨
き
」(

要
予
約)

▽

日
19

（木）
19

時
〜
「
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

(

要
予
約)

▽

日

時
〜

21

（土）
13

｢

カ
エ
ル
を
解
剖
し
て
み
よ

う
」(

要
予
約)

▽

日

　

22

（日）

13

時
〜
　

時
〜
　

時
〜
「
カ

14

15

ラ
ー
ボ
ー
ル
」
▽

日

時

24

（火）
13

〜
「
究
極
の
世
界
へ
の
招
待
」

(

要
予
約)

▽

日

・

日

25

（水）

26

（木）

９
時

分
〜
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ

30

ュ
ニ
ア
工
作
教
室
」(

要
予
約)

▽

日

時
〜｢

星
空
ウ
ォ

27

（金）
19

ッ
チ
ン
グ｣(

要
予
約)

▽

日
29

　

時
〜
　

時
〜
　

時

（日）

13

14

15

〜｢

折
り
た
た
め
る
地
球
儀｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
料
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、

休
館
日日

は
開
館
し
ま
す)

16

（月）
県
立
自
然
科
学
館

０

問
合
せ

２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

http://www.lalanet.gr.jp
/nsm/index.html

０
２
５
‐
２
８
３
‐
１
１
５
０

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(５月から午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-
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�
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そ
ろ
い
の
浴
衣
姿
や
仮
装
で
、
栃
尾
甚
句
を
踊
る

大
民
踊
流
し
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
皆
さ
ん
一
緒

に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

無

料

参
加
費

人
以
上
の
団
体
と
し
、
団
体
の
規
模
に

参
加
賞

10

よ
り
参
加
賞
を
授
与

※
個
人
参
加
の
場
合
は
申
込
み
不
要

時
代
や
地
域
柄
を
反
映
し
た
仮
装
と
手
作
り
の
山

車
で
、
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く

だ
さ
い
。

無

料

参
加
費

参
加
賞
お
よ
び
各
賞
を
授
与

表

彰
大
民
踊
流
し

仁
和
賀
行
進

大
民
踊
流
し
、
仁
和
賀
行
進
、
全
日
本
樽
み
こ

し
綱
引
き
選
手
権
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

今
年
で

回
目
を
迎
え
る
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
と
ち
お
祭
」
を
、

50

８
月

日
と

日
の
二
日
間
開
催
し
ま
す
。
町
内
会
や
青
年
会
、
婦

28

29

人
会
、
事
業
所
な
ど
で
祭
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月

日

ま
で
に
観
光
協
会

‐
１
１
９
５

申
込
み

31

（土）

51

谷内通りうま市 ７／23・24
かつての越後三大馬市のひとつ。夕涼みがて

らご家族で、露店市でにぎわう谷内通りにおい
でください。

うま市芸能まつり
うま市の前夜祭行事として、民謡、民踊、カ

ラオケ、郷土芸能などが披露されます。
７月23日(金)19時～（雨天中止）と き
中央公園ところ
観光協会 ５１‐１１９５問合せ

秋葉の火祭りと
たいまつ行列

秋葉公園７／24
午後８時から秋葉公園野外ステージ◇火祭り

火防日本総本廟｢秋葉三尺坊大権現｣の火祭り。
ひぶ せ びょう

行者による火祭り秘法の後、無病息災、家内
安全を祈る火渡りが行われます。

19時45分、常安寺出発◇たいまつ行列
山伏行列の一員として、たいまつを灯しなが
ら、秋葉山の石段を登り、火祭り会場へ進み
ます。

１人1,000円（記念品があります）参加費

８
月

日
28

(土)

☆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト

時
〜

時

出
雲
通
り

10

15

☆
大
民
踊
流
し

時
〜

時

谷
内
一
〜
滝
の
下
町

19

21

☆
み
こ
し
渡
御

と

ぎ

ょ

時
〜

時

分

谷
内
通
り

21

22

10

８
月

日
29

(日)

☆
仁
和
賀
行
進

時

分
〜

時

中
央
公
園
前
〜

11

30

14

出
雲
通
り
〜
谷
内
通
り
の
巡
回

☆
全
日
本
樽
み
こ
し
綱
引
き
選
手

権
大
会

時
〜

時

分

中
央
公
園

14

17

30

☆
大
花
火
大
会

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

観
覧
席

栃
尾
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

刈
谷
田
橋
〜
栄
橋
間
道
路
、
栄
橋

〜
巻
渕
橋
間
道
路

五
千
円
（
申
込
み
時
に
納
入)

、
た
だ
し
子

参
加
費

供
の
部
は
無
料

チ
ー
ム
編
成

▽
男
子
の
部
…
選
手
８
人
以
内
で
合
計
体
重
が
580

　
以
下
（
男
女
混
合
可
）

▽
女
子
の
部
…
選
手
８
人
以
内
で
体
重
制
限
無
し

▽
子
供
の
部
…
選
手
８
人
以
内
で
体
重
制
限
無
し

参
加
賞
は
全
チ
ー
ム)

表

彰(

▽
男
子
の
部

優
勝
…

万
円
、
２
位
…
５
万
円
、

10

３
位
…
３
万
円

▽
女
子
の
部

優
勝
…
７
万
円
、
２
位
…
４
万
円
、

３
位
…
２
万
円

▽
子
供
の
部

３
位
ま
で
表
彰

※
各
部
門
ご
と
に
第

回
特
別
賞
１
チ
ー
ム

50

第
４
回
全
日
本
樽
み
こ
し

綱
引
き
選
手
権
大
会

昨
年
の
仁
和
賀
行
進
。
ア
ト
ム
と
と
も
に

踊
り
を
披
露
し
た
大
野
町
区

覚
え
の
な
い
債
務
の
請
求
書
が
は

が
き
や
封
書
、
メ
ー
ル
な
ど
で
届
い

た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
く
根
拠
の
な
い
架
空
請
求
書

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
に

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

①
請
求
書
が
届
い
て
も
無
視
し
、
支

払
わ
な
い

②
業
者
に
は
絶
対
に
電
話
し
な
い

（
電
話
番
号
を
知
ら
せ
な
い
）

③
今
後
の
た
め
に
、
届
い
た
書
類
は

捨
て
な
い
で
保
管
し
て
お
く

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

④
根
拠
の
な
い
悪
質
な
取
り
立
て
は
、

警
察
に
届
け
る

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

問
合
せ

ー

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９

６
ま
た
は
栃
尾
警
察
署

‐
０

53

１
１
０

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
を

時
間
、
年
中
無

24

休
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
５
‐
７
０
０
０

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

①
く
ら
し
の
情
報

②
消
費
生
活
相
談
事
例

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

④
相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ

ス

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
１
６

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
５
人

一
組
で
参
加
し
、

日
間
無
事
故
無

100

違
反
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
安
全
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
100

参
加
チ
ー
ム
募
集

５
人
全
員
が
無
事
故
無
違
反
を
達

成
し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、

ハ
ワ
イ
旅
行
や
旅
行
券
な
ど
の
豪
華

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
参
加

費
の
一
部
は

新
潟
県
交
通
遺
児
基

（財）

金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

９
月

日

〜

月

実
施
期
間

23

（木）

12

31

日

の

日
間

（金）

100一
チ
ー
ム
千
円

参
加
費

８
月

日

ま
で
に
市
・

申
込
み

31

（火）

警
察
署
・
安
全
協
会
に
備
え
付
け

の
申
込
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
務
課
庶
務
係

‐
５

問
合
せ

52

８
１
５

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

年
度
山
地
災
害
防
止
標
語

16・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

関
連
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
、
標

語
お
よ
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

…
山
地
災
害
の
防
止
、
治
山

▽
標
語

事
業
の
効
果
、
防
災
意
識
の
高
揚

な
ど
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
る

も
の
。…

山
地
災
害
の
状
況
、
防
災

▽
写
真

パ
ト
ロ
ー
ル
や
避
難
訓
練
、
関
連

施
設
な
ど
山
地
災
害
に
関
連
の
あ

る
も
の
。９

月

日

締

切

20

（月）

〒
１
０
０
‐
０
０
１
４
東

応
募
先

京
都
千
代
田
区
永
田
町
２
‐
４
‐

３

日
本
治
山
治
水
協
会

（社）

※
募
集
要
綱
な
ど
、
詳
し
い
資
料
は

農
林
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

農
林
課
林
政
係

‐
５

問
合
せ

52

８
４
７
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◆消防設備士試験と予備講習会
次の受験者を対象に実施予備講習会

講習日・会場
区 分 月 日 会 場 人員

48人
甲 ・ 乙 ９月９日(木)
第 １ 類 ９月10日(金) 新潟県トラッ

48人
甲 ・ 乙 ９月14日(火) ク総合会館
第 ４ 類 ９月15日(水) (新潟市新光

乙・第６類 48人
９月29日(水) 町6-4)
９月30日(木)
７月26日(月)～８月13日(金)(先着順)受付期間

（会場…新潟市・長岡市・上越市）試 験
９月13日(月)～27日(月)願書受付
10月23日(土)試 験 日

※願書などの資料は、消防署にあります。

◆消火器の訪問点検に注意
各地で、知らない業者による消火器の不適正な点

検や高額請求の被害が多発しています。被害に遭わ
ないように、次の点に注意してください。
◎事前に「消火器の点検に伺います」という電話が
あり、点検を行って契約書にサインを求め、高額
な請求をする業者がいます。知らない業者には、
くれぐれも用心してください。
◎点検を承諾する前に、料金が適正かどうかなど、
契約の内容を必ず確認しましょう。
◎点検業者が居直ったり、押し付けなどの脅迫的な
言動に出たときは、警察署、消防署に通報する。

消防署 ５２‐１１５５問合せ

消防署からのお知らせ

夏山シーズン（７～８月）は、近
年のアウトドア指向に加え、本格的
な登山から森林浴、渓流釣りなどと
いったさまざまな形態の登山があり
ます。
昨年のシーズン中、県内では転落

・滑落・道迷いなどで16件24人（死
者１人、負傷者６人、無事救出17
人）の遭難が発生しました。
遭難を防ぐため、
①単独での登山を避ける
②登山計画を必ず提出する
③万一に備え携帯電話などを携
行する

などを守り、山を甘く見ずに安全登
山に心がけてください。

５３‐０１１０栃尾警察署

夏山の遭難防止



●
「
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
改
修
」

を
し
ま
し
ょ
う

昭
和

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建

56

築
物
に
は
、
現
行
の
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
後
に
建
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
壁
や
窓
の
配
置

が
偏
っ
て
い
る
も
の
、
１
階
に
ピ
ロ

テ
ィ
ー
（
建
物
の
２
階
以
上
に
室
を

設
け
、
１
階
は
柱
を
残
し
て
吹
き
さ

ら
し
に
し
て
お
く
建
築
様
式
）
な
ど

は
耐
震
性
に
劣
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
住
宅
の
耐
震
診
断
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

専
門
知
識
が
な
く
て
も
、
木
造
住

宅
の
簡
易
診
断
が
で
き
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
と
補
強

方
法
」
を
、
長
岡
地
域
振
興
局
地
域

整
備
部
建
築
課
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

問
合
せ

助
成
制
度
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
県

土
木
部
都
市
局
建
築
住
宅
課

０

２
５
‐
２
８
５
‐
５
５
１
１
内
線

３
３
８
５

…
７
月

受
付
期
間

▽
学
校
学
生

20

▽
大
学
校
学

日

〜
８
月
３
日

（火）

（火）

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

あ
な
た
の
住
宅
は

安
全
で
す
か
？

…
８
月

日

〜
９
月
７
日

生

26

（木）

（火）

採
用
予
定
数

…
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム

学
校
学
生

課
程
約

人
、
情
報
シ
ス
テ
ム

110

課
程
約

人
、
海
洋
科
学
課
程

20

約
５
人
、
航
空
課
程
約

人
10

…
約

人

大
学
校
学
生

45

昭
和

年
４
月
２
日

受
験
資
格

56

（
大
学
校
学
生
は
昭
和

年
４
月

59

２
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
（
中

高
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
）
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

　
高
専
の
第
３
学
年
課
程
を
修
了
し

た
人
ま
た
は
修
了
見
込
み
の
人

　
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た

人
な
ど
人
事
院
が
　
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

（
一
次
試
験
）

試
験
日

…
９
月

日

学
校
学
生

26

（日）

…

月

日

・

大
学
校
学
生

10

30

（土）

31

日
（日）

（
一
次
試
験
）

試
験
会
場

新
潟
市
ほ
か
全
国

カ
所

37入
校
と
同
時
に

身
分
お
よ
び
給
与

国
家
公
務
員
と
な
り
在
学
中
は
月

額
十
三
万
八
千
八
百
円
を
支
給

第
九
管
区
海
上

申
込
み
・
問
合
せ

保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
〒
九
五

〇
‐
八
五
四
三
新
潟
市
万
代
２
‐

２
‐
１

０
２
５
‐
２
４
４
‐
４

１
５
１
内
線
２
１
３
４

８
月
７
日

時

分
〜

と

き

（土）
13

30

時

分

16

40
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

「
重
症
心
身
障
害
児
者
は

テ
ー
マ

い
ま
…
」

内

容

「
重
症
心
身
障
害
児
者
の

▽
講
演
　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
た
医

療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
、
講
師

…
平
元
東
さ
ん
（
北
海
道
療
育
園

施
設
長
）「

重
症
心
身
障
害
児
者
の

▽
講
演
　

機
能
障
害
と
栄
養
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
」
、
講
師
…
口
分
田
政

夫
さ
ん
（
び
わ
こ
学
園
施
設
長
）

「
重
症
心
身
障
害
児
者
に

▽
討
論
会

お
け
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課

題
」
、
論
者
…
平
元
東
さ
ん
・
口

分
田
政
夫
さ
ん
、
司
会
…
小
西
徹

さ
ん
（
長
岡
療
育
園
園
長
）

人
（
先
着
順
）

定

員

450無

料

参
加
費

保
育
預
か
り

人
程
度

そ
の
他

20
７
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

30

（金）

で
に
〒
９
４
０
‐
２
１
３
５
長
岡

市
深
沢
町
２
２
７
８
‐
８
長
岡
療

育
園

‐
６
６
１
１

‐
１

あ

46

47

２
４
３

E-mail:nryou@nagar
yo.or.jp

長
岡
療
育
園
発
達
講
座

創
立

周
年
記
念

25
特
別
講
演
会
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ホームヘルパー
３級研修会

開催日 内 容 時 間
・開講式
・サービス提供の基本視点１.13(月)
・医療の基礎知識�
・老人福祉の制度とサービス
・介護概論

９.17(金) ・医療の基礎知識�
・障害者（児）の福祉の制度とサービス 9:00
・サービス利用者の理解 ～17:10９.30(木)
・ホームヘルプサービス論
・家事援助の方法10.５(火)
・心理面への援助方法
・共感的理解と基本態度の形成10.14(木)
・介護技術入門�

・介護技術入門�10.19(火)

10.20(水) いずれも・現場実習(ホームヘルプサービス同行訪問)
～11.26 金 ・施設実習(デイサービスセンター実習) １日ずつ（ ）

・ホームヘルプサービスの共通理解 10:0011.25(木)
・閉講式(修了証交付) ～15:00

栃尾市社会福祉協議会は、介護知識・技
能の普及促進などを図るため、ホームヘル
パー養成研修３級課程を開催します。あな
たも参加してみませんか。なお職業として
従事するには、２級以上の取得が必要です。

市民で全日程に参加できる人対 象
３０人(先着順)定 員
３,４００円（テキスト代）参加費
社会福祉協議会(保健福祉センター会 場

・新栄町)
８月２日(月)から執務時申込み・問合せ

間内(午前８時30分から午後５時15分)に
社会福祉協議会 ５２－５８９５

き
の
こ
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料
理

を
募
集
し
ま
す
。

き
の
こ
を
使
っ
た
新
し

応
募
資
格

い
料
理
方
法
を
実
践
し
て
い
る
個

人
お
よ
び
団
体
な
ど

県
内
産
き
の
こ
を
使
っ

募
集
作
品

た
料
理
で
、
内
容
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
が
斬
新
で
、

お
い
し
く
、
料
理
が
し
や
す
く
、

に
い
が
た
き
の
こ
料
理

コ
ン
ク
ー
ル

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
も
の
。

た
だ
し
、
分
量
お
よ
び
経
費
は
４

人
分
で
二
千
円
以
内

提
案
書
に
完
成
品
の
写

応
募
方
法

真
を
添
付
し
提
出

９
月
３
日

必
着

応
募
期
限

（金）

▽
書
類
審
査
…
専
門
家

審
査
方
法

に
よ
り
８
点
を
書
類
選
考
▽
実
演

審
査
…
書
類
選
考
さ
れ
た
８
点
の

応
募
者
に
よ
る
実
演
競
技

▽
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

表

彰
…
１
点
（
全
国
大
会
に
推
薦
）
▽

優
秀
賞
…
２
点
▽
ア
イ
デ
ア
賞
…

２
点

〒
９
５
０
‐
８

応
募
先
・
問
合
せ

５
７
０
（
住
所
は
不
要
）
新
潟
県

農
林
水
産
部
食
品
・
流
通
課
消
費

拡
大
係

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５

５
１
１
内
線
２
９
５
２

「
あ
な
た
が
『
エ
イ
ズ
』

テ
ー
マ

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」
…
あ
な

た
の
作
品
に
よ
っ
て
、
国
民
に
改

め
て
『
エ
イ
ズ
』
に
つ
い
て
の
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象

①
全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
お
よ

び
高
等
学
校
に
在
学
す
る
児
童

・
生
徒

②
一
般

応
募
区
分

①
小
学
生
の
部
②
中
学
生
の
部
③

高
校
生
の
部
④
一
般
の
部

四
つ
切
画
用
紙
（

㎜

応
募
規
格

380

×

㎜
）
ま
た
は
Ｂ
３
判
（

㎜

540

364

×

㎜
）
と
し
、
画
材
、
縦
横
使

515
い
お
よ
び
コ
ピ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
な

ど
は
自
由
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
作
品
の
場

合
は
①
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
…
１
Ｍ
Ｂ

以
下
②
プ
リ
ン
ト
サ
イ
ズ
…
四
つ

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

切
ま
た
は
Ｂ
３
判
③
デ
ー
タ
形
式

…
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式

保
健
福
祉
課
に
用
意
し

応
募
方
法

て
あ
る
応
募
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
作
品
に
添
付
し
て

①
郵
送(

作
品
を
折
り
曲
げ
な
い)

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
の
デ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付

９
月
４
月

（
当
日
消

応
募
締
切

（土）

印
有
効
）〒

１
０
１
‐
０
０
５
２
東

応
募
先

京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
３
‐

９
‐
２
共
同
ビ
ル
（
小
川
町
）
７

０
２
㈱
Ａ
・
Ｍ
・
Ｓ
内
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
事
務
局

E-mail:ams@ams-c
orp.org

応
募
区
分
ご
と
に
▽
最
優

表

彰
秀
賞
…
１
点
▽
優
秀
賞
…
２
点
▽

佳
作
…
数
点エ

イ
ズ
予
防
財
団

０

問
合
せ

（財）

３
‐
３
５
９
２
‐
１
１
８
１

E-mail:info@jfap.or.jp

国
土
交
通
省
と
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、
６
月
８
日
に
「
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
（
15

年
度
版
）
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ア
セ
ス
メ
ン
ト

ト
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
販
の

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
う
ち
７
製
品

に
つ
い
て
、
前
面
衝
突
試
験
と
使
用

性
評
価
試
験
を
実
施
し
た
結
果
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

国
土

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
入
手
方
法

交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:/
/www.mlit.go.jp

ま
た
は
長
岡

自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

‐
22

１
１
３
１

広報とちお おしらせ版 16.7.18 (8)|||||| |||||

ダイレクトメール、チラシ、広告で「ほかに借金がある人で
も低利で借りられる」などと嘘の内容で勧誘され、保証料の名
目でお金をだまし取られたり、不当な金利を脅し取られてしま
ったというヤミ金融の被害者が急増しています。
一度ヤミ金融業者に住所や電話番号、口座番号などを教えて
しまうと、その後も被害が続きます。登録業者のふりをするヤ
ミ金融業者もいますので、少しでもおかしな点があったら絶対
に接触しないよう注意してください。
なお、登録業者かどうかは自分で調べることができます。
●貸金業登録業者検索（金融庁提供）
［インターネット］

http://clearing.fsa.go.jp/kashikin/index.php
［携帯電話］
ｉモード http://clearing.fsa.go.jp/kashikin/i/
Vodafone http://clearing.fsa.go.jp/kashikin/v/
ＥＺweb http://clearing.fsa.go.jp/kashikin/ez/

県商業振興課金融相談電話０２５‐２８５‐６９６６問合せ

ヤミ金融の勧誘にご注意！

９
月

日

ま
で
、

と

き

12

（日）

９
時
〜

時
（
チ
ケ
ッ
ト
の

17

販
売
は
閉
館

分
前
ま
で
）

30

大
人
…
千
二
百
円
、

観
覧
料

高
校
・
大
学
生
…
八
百
円
、

小
・
中
学
生
…
六
百
円

※

人
以
上
団
体
割
引
あ
り

20
※
土
・
日
・
祝
日
は
小
・
中

学
生
無
料

毎
週
月
曜
日
（
た
だ

休
館
日

し
、
８
月
２
日
と

日
は
開

16

館
し
ま
す
）

県
立
近
代
美
術
館

問
合
せ‐

４
１
１
１

28
県
立
近
代
美
術
館

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
展
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